
施工方法

５

(4.3.3)　２ 既製コンクリート杭 種類 　４ 場所打ち 掘削工法 (4.5.1,4～6)

鉄
筋
工

事

 　　地業 　・ 遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ PHC 杭）  　　コンクリート杭地業 　・ アースドリル工法（安定液　　・ 使用する　　・ 使用しない）　特記仕様書（構造関係）
　・ 外殻鋼管付きコンクリート杭（ SC 杭） 　・ リバース工法Ⅰ　建物構造概要等

　　 SC 杭の鋼管材料　　　・ SKK 400　　　・ SKK 490　　　・ 　・ オールケーシング工法（孔内の水張り　　・ 行う　　・ 行わない）

１．建物概要 　・ プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ PRC 杭 ） 　・ 場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　・ 先端羽根付き鋼管杭（名称：スクリューパイルEAZET) 　　 鋼管巻き材料　　　・ SKK 400　　・ SKK 490　　・ STK 400　　・ STK490　工事名称 加須市立新保育所新築工事

埼玉県加須市下高柳一丁目12番,13番 材料 　　 鋼管径、板厚、長さ等
　地名表示

 寸法、継手、性能等 (4.2.2)(4.3.3) 　　　・ 構造図（　　　　　　）による　　　・ 

 杭径 杭長（ｍ)及び種類等 セット コンクリート 長期設計支　住居表示 　・ 拡底杭工法（安定液　　・ 使用する　　・ 使用しない）
継手数 備考

0.00 (㎜) 種類の記号 鋼管厚(㎜)杭長(m) 数 強度(N/mm2) 持力(kN/本) 杭断面・長期許容支持力等　主要用途 保育所 延べ面積 　　　　　　　　　㎡ (4.2.2)(4.5.4)

軸径 拡底径 杭長 長期設計支持力　階数  地上　　　1 階　　地下　　　― 階　　塔屋　　　― 階
セット数 備考

(㎜) (㎜) (ｍ) ( kN/本 )　建物高さ 軒高 杭リスト参照

 試験杭　工事種別  ・ 新築　　　・ 増築　　　・ 改築　　　・ 移転

 本杭　増築計画  ・ 有り　　　・ 無し

　構造種別  地上　　　ＲＣ　造　　　　地下　　　　　　　　　　　造

 Ｘ方向　校舎棟 　　　　　　　　　ラーメン架構   渡り廊下棟　　　　　　　　　ラーメン架構 Ｘ方向

　架構形式  Ｙ方向　　　　　　　　　有壁ラーメン架構 　架構形式　　　　　　　　　ラーメン架構 Ｙ方向

　耐震構造方式  ・ 耐震構造　　　　・ 免震構造　　　　・ 制震構造 試験杭 (4.2.2)

　耐震安全性の分類  ・ Ⅰ類（Ⅰ= 1.50)　　　・ Ⅱ類（Ⅰ= 1.25）　　　・ Ⅲ類（Ⅰ=1.00） 　試験杭の位置、本数及び寸法　　・ 構造図（　　　　　　）による　　　・ 

孔壁測定 (4.5.5)

２．構造計算条件 　・ 行わない

 a　耐震設計条件 　・ 行う

　耐震荷重  建物一次固有周期  　　（　　　　　）秒0.000 　　 測定方法

 地盤種別 　　　　　　　　　二 第　（　　　　　）種地盤 試験杭 (4.2.2) 　　　・ 超音波測定器　　・ 

 地域係数  Ｚ= 1.0 　試験杭の位置、本数及び寸法　　・ 構造図（　　　　　　）による　　　・ 　　 測定箇所数及び測定位置S-2

　計算ルート  Ｘ方向  ※ 構造計算　（ルート　　　　　　　　）３ 杭先端部形状 (4.3.3) 　　　・ 試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所とし,位置は構造図（　　　　　）による

 ・ その他 　・ 開放形　　　・ 半開放形　　　・ 閉そく形　　　・ 先端羽根付き 　　　・ 

 ・ (4.3.1) 杭の支持地盤への根入れ深さ　　　・ (4.5.5)

 Ｙ方向  ※ 構造計算　（ルート　　　　　　　　）３ (4.5.4,5)　・ セメントミルク工法 (4.3.4) 杭の精度

 ・ その他 　　 アースオーガーの支持地盤への掘削深さ 　水平方向の位置ずれ　　・ 100㎜ 以下　　・ 　

　　　・ 1.5 m 程度　　・ 帯筋 (4.5.4)

　設計層間変形角  Ｘ方向  一次設計 　　 杭の支持地盤への根入れ深さ 　・ 構造関係共通図(配筋標準図)図6.2 ⑥丸形 (ロ) による

 二次設計 　　　・ 1.0 m 以上　　・ 　・ 構造図（　　　　　　）による　　・ 

 Ｙ方向  一次設計 　　 杭の精度 鉄筋かごの補強

 二次設計 　　　・ 水平方向の位置ずれ 　　・ 図示による（　　　 　）　　・ (4.5.4)

　　　　・ 杭径の 1/4 かつ 100㎜ 以下　　・ 鉄筋の最小かぶり厚さ (4.5.4)

 b　耐風設計条件 　　 根固め液及び杭周固定液の管理試験 　・ 100mm　　・ 

 基準風速（ Vo ）  （　　　　　　） m / 秒32 　　　※ 標仕4.3.4(6)(\U+FF7A)による　　 組み立てた鉄筋の節ごとの継手 (4.5.4)

 地表面粗度区分  ・ Ⅰ　　・ Ⅱ　　・ Ⅲ　　・ Ⅳ 　・ 特定埋込杭工法 (4.3.5) 　※ 重ね継手（重ね継手の長さ　　　　・ 標仕表5.3.2による　　　・　　　　　　）　

　　・ H13 国土交通省告示第 1113 号第 6 による地盤の許容支持力式で α=250 を採用できる工法 　・ 

 c　耐積雪設計条件 　　・ H13 国土交通省告示第 1113 号第 6 による地盤の許容支持力式の内 主筋の基礎底盤への定着長さ (4.5.4)

 多雪区域の指定  ・ 有り　　・ 無し 　　　 α、β、γが下記の値を採用できる工法 　　 ・ 構造図（　　　　　　）による　　・ 

 設計垂直積雪量  （　　　　　　） cm30 　　　　α=（　　　　　）、β=（　　　　　）、γ=（　　　　　） セメントの種類 (4.5.4)

　　工法 　※ 高炉セメントＢ種　Ｇ　　　・ 

　　　・ プレボーリング拡大根固め工法 コンクリートの種別 (4.5.4)(表4.5.1)

Ⅱ　建築工事仕様（構造関係） 　　　・ 中掘り拡大根固め工法 　・ Ａ種　　・ Ｂ種

１．共通仕様 　　　・「埋め込み工法」（回転埋設工法：EAZET工法） コンクリートの設計基準強度　　（　　　　　）N/mm2 (4.5.4)

　　　(１) 図面及び特記仕様に記載されていない事項は,「さいたま市建築工事特別共通仕様書」(以下,「特仕」という。)及び 杭継手工法 (4.3.6) スランプ　　・ 18㎝　　・ 21㎝　　・ 

　・ アーク溶接継手　　　　　 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(令和 ４ 年版)」(以下,「標仕」という。) (4.5.4)

　　　　　 による。 　・ 機械式継手（AKジョイント継手　BCJ評定-FD0509-4） 　　　※ 3 N/mm2　　　・ 

　　　(２）標準仕様書で「特記がなければ,」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示している場合において、それらが関係法令等　　 (4.3.8)

　　　　　(条例を含む)と異なる場合には、具体的な対応策について監督職員と協議すること。

杭頭の処理(切断方法)

２．特記仕様 　・ 処理しない

　・ 処理する　　　(１) 項目は,番号に ○ 印の付いたものを適用する。

　　 切断方法　　　(２）特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。

　　　・ 構造図（　　　　　）による　　・ 　　　　　 ・ 印の付かない場合は, ※ 印の付いたものを適用する。

　　 杭頭の中詰め材料　　　　　 ・ 印と ※ 印の付いた場合は,共に適用する。

　　　・ 基礎のコンクリートと同調合のもの　　・ 　　　(３) 特記事項に記載の（　　　　　）内標示番号は,「標仕」の当該項目,当該図又は当該表を示す。

　　　(４) Ｇ 印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」(以下「グリーン購入法」という。)の 　３ 鋼杭地業 材料

　　　　　 特定調達品目を示す。なお、Ｇ 印の付いたものは特定調達品目を適用する。  寸法、継手、性能等 (4.2.2)(4.4.3)(4.4.5)

 杭径 杭長（ｍ)及び種類等 セット 長期設計支　　　(５) 特記事項に記載の（さ　　　　）内表示番号は、特仕の当該項目を示す。 継手数 備考
(㎜) 種類の記号 厚さ(㎜) 杭長(m) 数 持力(kN/本)

適
用

範
囲

 特記仕様書（構造関係）の適用範囲は下記の工事種目とする。

 　・ 特記仕様書（その１）仕様書　Ⅰ工事概要　3.工事種目に掲げる下記の工事種目番号

　　　（　番号 ○ ～ 番号 ○ までの工事種目）

 　・ 

章 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

４ 　１ 支持力又は支持地盤 支持地盤の位置及び土質 (4.2.1)(4.3.4)(4.3.5)(4.5.5)(4.5.6)

 　　の確認  ・ 杭基礎（基礎ぐいの先端の位置含む）

地
業

工
事

 　・ 構造図（　　　　　　）による　　・ S-00

 ・ 直接基礎（基礎底部の位置含む）

　 ・ 構造図（　　　　　　）による　　・ 

　　長期設計支持力度 試験杭 (4.2.2)

　　 ・ （　　　　　　） kN / m2　　・ 　試験杭の位置、本数及び寸法　　・ 構造図（　　　　　　）による　　　・ 

試験 施工方法

　杭の載荷試験 (4.2.3) 　・ 特定埋込杭工法 (4.4.4)

　　・ 行わない 　　・ H13 国土交通省告示第 1113 号第 6 による地盤の許容支持力式で α=250 を採用できる工法

　　・ 行う　（ ・ 鉛直載荷試験　・ 水平載荷試験　） 　　・ H13 国土交通省告示第 1113 号第 6 による地盤の許容支持力式の内

　　報告書の記載事項 　　　 α、β、γが下記の値を採用できる工法

　　　　α=（　　　　　）、β=（　　　　　）、γ=（　　　　　）

　地盤の載荷試験（平板載荷試験） (4.2.4) 　　工法

　　・ 行わない 　　　・ 中掘り拡大根固め工法

　　・ 行う 　　　・ 

　　　 載荷荷重等仕様 杭継手工法 (4.4.5)

　　　　・ 構造図（　　　　　　）による　　・ 　・ アーク溶接継手

　　報告書の記載事項

杭頭の処理(切断方法) (4.4.6)

(3.2.1) 　・ 処理しない　試験堀り（根切り底の状態の確認等）

　・ 処理する　　※ 行う

　　 切断方法　　　・ 構造図（　　　　　　）による　　・ 

　　　・ 構造図（　　　　　）による　　・ 　液状化対策

　　 杭頭の中詰め材料　　・ 行う（工法、施工範囲、仕様及び計測、試験等は図示による。（　　　　　　））

　　　・ 基礎のコンクリートと同調合のもの　　・ 　　・ 行わない

改訂番号 改訂月日 改訂内容特　　記製 図承 認 審 査 検 図 工事名称　　一級建築士事務所 業務番号
ＫＵＪＩ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ ＳＴＵＤＩＯ 　　埼玉県知事登録（１）

加須市立新保育所新築工事第11789号 株式
25027

図面縮尺　 一級建築士登録埼玉事務所 会社 図面内容 建築構造
区分

埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27 TEL048-789-6033 第323324号
図面 S-00A 千葉　聡 建築工事 特記仕様書(構造関係)その１ 番号

構造体強度補正値　注）場所打ち鋼管コンクリート杭工法及び拡底杭工法は法定条件の値とする。

材料 (4.6.2,3)

　※ 再生クラッシャラン　Ｇ　　　・ 切込砂利及び切込砕石

厚さ及び適用範囲

　 厚さ 適用箇所

 ・ 60  ・ 基礎スラブ下　・ 基礎梁下　・ 土間コンクリート下　・ 土に接するスラブ下

 ・ 150  ・ 基礎スラブ下　・ 基礎梁下　・ 土間コンクリート下　・ 土に接するスラブ下

　材料　　・ シルト　　・ 山砂　　・ 川砂　　・ 砕砂 (4.6.2,3)

　砂の厚さ　　※60㎜　　・ 

　範囲　　・図示　　・ 

厚さ及び適用範囲 (4.6.4)(6.14.1)

　 厚さ 適用箇所

 ・ 50  ・ 基礎スラブ下　・ 基礎梁下　　・ 土に接するスラブ下

 ・ 基礎スラブ下　・ 基礎梁下　　・ 土に接するスラブ下

コンクリートの種類　　　※普通コンクリート　　　・ 

設計基準強度　　　※ 18N/㎡　　・ 

スランプ　　　・ 15㎜　　・ 18㎜　　・ 

施工範囲 (4.6.5)

　・ 建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）　・ 建築意匠図による。

材料 (4.6.2)

　・ ポリエチレンフィルム厚さ 0.15mm 以上　　・ 

工法

　・ 浅層混合処理工法

　　 改良範囲、仕様(計測,試験等含む。)は構造図(　　　　　)による。

　・ 深層混合処理工法

　　 改良範囲、仕様(計測,試験等含む。)は構造図(　　　　　)による。

形状等

　・ 構造図(　　　　　　)による　　　・ 

支持地盤の長期設計支持力

　(　　　　　　　　) kN / m2

支持地盤

　・ 構造図(　　　　　　)による　　　・ 

型枠使用の有無

　・ 無し

　・ 有り

　　 型枠の使用箇所等は構造図(　　　　　　)による

　５ 砂利地業

　６　砂地業

　７ 捨てコンクリート地業

　８ 床下防湿層

　９ 地盤改良

 　　（セメント系固化材

 　　　を用いた工法によ

 　　　る改良）

　10 置換コンクリート地業

 　　(ラップルコンクリー

 　　 ト地業)

　１ 鉄筋

　２ 溶接金網

　３ 圧接完了後の試験

　４ 鉄筋の継手

　５ 鉄筋の定着

　６ 鉄筋のかぶり厚さ

　　 及び間隔

　　 (溶接金網含む)

　７ 機械式継手

鉄筋の種類 (5.2.1)(表5.2.1)

規格の名称 種類の記号 呼び径(㎜) 適用箇所 備考

基礎底盤筋、HOOP ・ SD 295  ※ D 16 以下 鉄筋コンクリート STP、壁筋、スラブ筋

 ・ SD 345  ※ D 19 以上 主筋 用棒鋼

 ・ SD 390  ※ D 29 以上 主筋 (異形鉄筋)

加工 (5.3.2)

　　・鉄筋の折曲げ角度が90°未満の折曲げ内法直径　（ D16以下3d、D19以上4d ）以上

形状等 (5.2.2)

種類 種類の記号 網目の形状,寸法,鉄線の径(㎜) 適用箇所

φ6-100x100 ・ 溶接金網

 ・ 鉄筋格子

外観試験 (5.4.10)

　※ 行う（全数）

抜取試験 (5.4.10)

　※ 超音波探傷試験　標仕5.4.10(イ)(a)による

　・ 引張試験

　　 試験片の採取数は、1ロットに対して（※3本　・5本）とする

　　 試験ロット：1組の作業班が1日に行った圧接箇所とする

　　 　　　　　　なお、200箇所を超えるときは200箇所ごととする

継手方法 (5.3.4)※鉄筋の継手は原則として、D16以下は重ね継手、D19以上はガス圧接とする。

適用範囲 継手方法と適用径の範囲

 ・ 柱主筋  ・ 重ね継手 ・ ガス圧接 ・ 機械継手 ・ 溶接継手 

 ・ 梁主筋  ・ 重ね継手 ・ ガス圧接 ・ 機械継手 ・ 溶接継手 

 ・ 耐力壁  ・ 重ね継手 ・ ガス圧接 ・ 機械継手 ・ 溶接継手 

 ・ 基礎スラブ,耐圧スラブ,  ・ 重ね継手 ・ ガス圧接 　　　

　　土圧壁など

 ・ 上記以外（　　　　　　　）  ・ 重ね継手　　・ 

継手位置 (5.3.4)

　　・ 構造関係共通図(配筋標準図) 5.1, 6.1, 7.1, 7.3, 8.1 による( ・ 全て　　・ 下記以外全て )

　　・ 上記以外の位置（・ 構造図(　　　　　　)による　　・ 　　　　　　）

　基礎梁主筋の継手位置

　　　・ 構造関係共通図(配筋標準図) 図 5.1 による( ・ 全て　・ 構造図による　・ 　　　　　 )

　　　・ 構造関係共通図(配筋標準図) 図 5.3 による( ・ 全て　・ 構造図による　・ 　　　　　 )

　　　・ 構造関係共通図(配筋標準図) 図 5.4 による( ・ 全て　・ 構造図による　・ 　　　　　 )

　　　・ 構造図(　　　　　　)による

柱及び梁の主筋並びに耐力壁の重ね継手の長さ (5.3.4)

　　※ 構造関係共通図(配筋標準図) 3(1)(ウ)による

　　・ 構造図(　　　　　　)による　　　 (5.3.4)

　　・ 

・先組み工法等で、柱及び梁の主筋のうち、隣り合う継手を同箇所に設ける場合

　　　・図示　　・ 

鉄筋の定着長さ　　　※構造関係共通図(配筋標準図) 図 3.3 による (5.3.4)

　　　　　　　　　　・図示 (5.3.4)

カットオフ鉄筋の長さ (5.3.4)

　・ 構造関係共通図(配筋標準図) 5.1, 6.1, 7.1, 7.3 による( ・ 全て　　・ 下記以外全て )

　・ 上記以外の位置（・ 構造図(　　　　　　)による　　・ 　　　　　　）

標仕5.3.4(5)(イ)の場合の折り曲げ定着の方法

　　※ 構造関係共通図(配筋標準図) 3(2)(イ)による

　　・ 

機械式定着工法 (5.3.4)

　・　適用する

　　　適用箇所　　　・ 図示　　　・ 

　　　種類　　　　　・ 図示　　　・ 

最小かぶり厚さ(目地底から算出を行う) (5.3.5)

　※ 構造関係共通図(配筋標準図) 表 4.1 による

　　　　柱及び梁の主筋に D 29 以上の使用の有無

　　　　　・ 有り　適用箇所(　　　　　　)

　　　　　　　　　 主筋のかぶり厚さ(　　　　　)㎜

　　　　軽量コンクリートの適用の有無

　　　　　・ 有り　適用箇所(　　　　　　)

　　　　 　　　　　・ 最小かぶり厚さに加える厚さ　　(　　　　)mm

　　　　　　　 　　・ 

　　　　耐久性上不利な部分（塩害等を受けるおそれのある部分等）

　　　　　・ 無し

　　　　　・ 有り　適用箇所(　　　　　　)

　　　　 　　　　　・ 最小かぶり厚さに加える厚さ　　(　　　　)mm

　　　　　　　 　　・ 

　・ 構造図(　　　　　　)による

適用箇所 (5.5.3)

　・ 構造図(　　　　　　)による　　・ 

性能( H12 建告第 1463 号に適合するもの) (5.5.3)

　・ Ａ級　　　・ 

(5.5.3)機械式継手の種類(　　　　　　　　　　　　　　)

(5.5.3)鉄筋相互のあき

　・ 評定等の内容による　　・ 構造図(　　　　　　)による　　・ 

施工完了後の継手部の試験 (5.5.5)

　・外観試験（すべての継手部）

　　　試験項目、試験方法　　・図示　　・ 

　・超音波測定試験

　　　試験対象　　・図示　　・ 

　　　不合格となった場合の措置　　・図示　　・　 (5.5.2)

A1 1/***

A3 1/***

杭リスト参照

S-11

150 0 0

　　　・「埋め込み工法」（回転埋設工法：G-ECS工法） 

　・ 機械式継手（ECS-PJ　BCJ評定-FD0426-05）

S-09
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材質、形状及び寸法 (7.2.7)　１ 鉄骨の製作工場 製作工場の加工能力 (7.1.3) 　11 床構造用デッキプレート　８ 溶接継手 適用箇所 (5.6.3) ５ 軽量コンクリート 適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　） (6.10.1)

適用箇所 材質・形状・寸法 備考　・ 建築基準法第 77 条の 45 第 1 項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた　・ 構造図(　　　　　　)による　　・ 種類 ：　・ １種　　・ ２種 (6.10.2)(表6.10.1)

・ デッキプレート単独の構法　　 (株)日本鉄骨評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構(旧(社)全国鐵構工業協会)の「鉄骨製作工場性能( H12 建告第 1463 号に適合するもの) (5.6.3) 気乾単位容積質量　

・ デッキプレートとコンクリートＭ　　 の性能評価基準」に定める「(　　　)グレード」として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等　・ Ａ級　　　・ スランプ　　※ 21㎝　　・ 

　 との合成スラブとする構法　　 以上の能力のある工場溶接継手の工法(　　　　　　　　　　　　　　) (5.6.3)

　・ 監督職員の承諾する製作工場 鉄骨部材への溶接方法 (7.7.8)鉄筋相互のあき (5.6.3)

構造体強度補正値 (S) 及び期間は、特仕による。 仮組　　・行う (7.3.10) 　・ 構造図（　　　　）による　　・ 　・ 構造図(　　　　　　)による　　・ ６ 暑中コンクリート (6.12.2)

施工完了後の継手部の試験 耐火認定(5.6.5)

　・外観試験（すべての継手部） 　　・ あり　　・ なし 

　　　試験項目、試験方法　　・図示　　・ コンクリートの種類 　２ 施工管理技術者 ※ 適用する (7.1.3)(7.1.4)７ 無筋コンクリート

　※ 普通コンクリート　　・ (6.14.1)　　　不合格となった場合の措置　　・図示　　・ 

設計基準強度 スランプ (7.2.8)　・超音波測定試験 　12 スタッドセメントの種類 適用箇所
Fc(N/mm2) (cm) 径(呼び名) 長さ(呼び長さ) mm 適用箇所　　　試験対象　　・図示　　・ 　３ 製作精度 (7.3.3)※ (一社)日本建築学会「 JASS 6 鉄骨工事」付則 6 [鉄骨精度検査基準]による。

16 Φ  ・ 80　・ 100　・ 120　※ 18  ・ 15  ・ 普通ポルトランドセメント  ・ 標仕6.14.1(4)による箇所　　　不合格となった場合の措置　　・図示　　・ ※ 通しダイアフラムの許容誤差

19 Φ  ・ 80　・ 100　・ 130　・ 150　・  ・ 18  ・ 高炉セメントＡ種  ・ 図示 　　・ 全てのダイヤフラムはH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定する仕様を満足すること

22 Φ  ・ 80　・ 100　・ 130　・ 150 ・  ・ シリカセメントＡ種 　　・ ダイヤフラムをH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定するただし書きの計算確認あり

 ・ フライアッシュセメントＡ種　９ 各部配筋 ・ 構造関係共通図(配筋標準図)による。 (5.3.7) 　　　　補強方法

 ・ 高炉セメントＢ種　Ｇ・ 構造図(　　　　　　)による。 　　　　・ 「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

 ・ フライアッシュセメントB種　Ｇ 　13 技能資格者 溶接技能者への技量付加試験　　　・ 行う　　　・行わない (7.6.3)　　　　・ 

　10 帯筋 組立の形の種別

　・ 構造関係共通図(配筋標準図) 6.2 (　　　　　形 )による (5.3.7) 打継の位置 　４ 建方精度 (7.10.2) 　14 溶接材料及び溶接接合 溶接材料 (7.2.5)８ 打継ぎの位置、ひび割れ (6.6.4) ※ (一社)日本建築学会「 JASS 6 鉄骨工事」付則 6 [鉄骨精度検査基準]

　・ 構造図(　　　　　　)による 　梁及びスラブ　※ スパンの中央又は端から1/4の付近 　　・ 標仕7.2.5(1)(2)による　　　・ 誘発目地、打継目地 　 付表 5 [工事現場]による。

　　　　　　　　・ 図示 開先の形状　　・ 構造関係共通図（鉄骨標準図）3による　　　・構造図（　　　　）による (7.6.4)

　柱及び壁　　　※ スラブ、壁梁又は基礎の上端 鋼製エンドタブを切断する箇所及び切断範囲 (7.6.7)

種類等 (7.2.1)(表7.2.1)　11 壁開口部の補強 一般壁 (5.3.7) 　　　　　　　　・ 図示 　５ 鋼材 　　　・ 全て　　・ 構造図(　　　　　　)による

種類の記号 適用箇所 規格等　・ 構造関係共通図(配筋標準図) 8.4 (　　　　　形 )による 目地寸法 　　切断面の仕上げ(6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)

SS400 鉄骨庇・防音パネル  ※ JIS 規格による　・ 構造図(　　　　　　)による 　　※ 標仕 9.7.3 による（躯体外側の打ち増し厚さ部で処理する）　　・　 　　　※ 標仕7.6.7(1)(カ)(b)②による　　・ S-43

国土交通大臣認定　・ ひび割れ誘発目地の位置、形状　　・ 図示　　・ 低応力高サイクル疲労を受ける部位 (7.6.7)(6.8.1)

 ※ JIS 規格による耐震壁 　　・ 図示による（　　　　　　）　　・　

 ※ JIS 規格による　・ 構造図(　　　　　　)による スカラップの形状　　・ ノンスカラップ　　・ 図示　　・ (7.6.7)S-43

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ  ※ JIS 規格による(6.2.5)(表6.2.4)　・ ９ コンクリートの仕上り

種別 適用箇所  ※ JIS 規格による

・ Ａ 種 　15 溶接部の試験 溶接部の外観試験 (7.6.12)

・ Ｂ 種　12 梁貫通孔の補強 補強形式 (5.3.7) 　平成12年建設省告示第1464号第二号に関する試験

・ Ｃ 種　・ 構造関係共通図(配筋標準図) 11.2 (　　　　　形 )による 形状及び寸法　　・ 図示　　・ (7.2.1) 　　試験の方法H2

コンクリートの仕上がりの平たんさ (6.2.5)(表6.2.5)　・ 構造図(　　　　　　)による 板厚報告に引張力を受ける鋼板の試験　　・ 行う　　・ 行わない (7.2.10) 　　　・「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル（鉄骨製作管理技術者登録機構）」S-25
種別 適用箇所梁貫通孔径(部材記号含む)及び配筋種別リスト 　　　　　3.5.2受入検査による。

 ・ ａ 種　・ 構造図(　　　　　　)による 　　　　　　　・ 抜き取り検査①　　※ 抜き取り検査②S-25
 ・ ｂ 種 　６ 高力ボルト 種類 　　　・ (7.2.2)

 ・ ｃ 種  　・ トルシア形高力ボルト(S10T) 　JASS6付則6の付表3「溶接」に関する試験

　13 柱主筋の補強 柱主筋の柱頭定着 (5.3.7)  　・ JIS 形高力ボルト　2種(F10T) 　　試験の方法

　・ 構造図(　　　　　　)による  　・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト　1種(F8T)相当 　　　・JASS6 10.4〔受入検査〕e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。

打増し厚さ 　 ・ 建築基準法に基づき認定を受けた高力ボルト 　　　　ただし、完全溶込み溶接部の外観検査の抜取箇所は、超音波探傷試験の試験箇所と同一とする。10 打増し厚さ (6.8.1)

　・ 打放し仕上げの打増し厚さ(外巾木、外部に面する部分に限る) 高力ボルトのねじの呼び 　　　・ (7.2.2)

　　・ 20 mm　　・ 　※ 構造図(            　　)による　　　・ ・ 完全溶込み溶接部の超音波探傷試験 (7.6.12)６

　１ コンクリートの コンクリートの種別　　※ Ⅰ類　　・ Ⅱ類 ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ボルト径、ゲージ等 (7.3.2) 　　工場溶接の場合　AOQL（％）　　※4.0　　　　・2.5(6.2.1)(表6.2.1)
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　　 類別等 ・ 普通コンクリート　　 　※ 構造図(　　　　　　　　)による　　　・ (6.2.1～4)(表6.2.2) 節 　・ 全て　　　　・ 

設計基準強度 スランプ せき板の材料 摩擦面の性能及び処理11 型枠 (6.8.2) 検査水準 　※ 第6水準適用箇所
Fc(N/mm2) (cm) 　・ 合板（※ 12mm　　・　　　）Ｇ（但し、グリーン購入法基本方針における「合板型枠」の 　・すべり試験 (7.4.2)

 ・ 21 ・ 15 基礎～Ｒ階 　　　備考3の表示のある合成型枠を用いる場合に限る) 　　　試験の方法等　　・図示　　・ 

 ・ 24 ・ 18 　・ 床型枠用鋼製デッキプレート 　・ 溶融亜鉛めっき面の摩擦面の処理方法 (7.12.5) 　16 錆止め塗装 耐火被覆材の接着する面の塗装範囲 (7.8.2)

 ・ 30 ・ 　　　使用箇所等　　・ 図示　　・ 　　　※ 標仕7.12.5(1)(ア)及び(イ)による 　　・図示　　・ 

　・ 断熱材を兼用した型枠材 　　　・ 耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲 (7.8.2)(6.8.2)

 ・ 18 ・ 15 　　　使用箇所等　　・ 図示　　・ JIS形高力ボルトの締付け（本締め） (7.4.7) 　　※ 標仕7.8.2(1)による　　・ 図示　　・ 

 ・ ・ 18 土間コンクリート 　・ ＭＣＲ工法用シートの適用 　ナット回転法の場合で、ボルトの長さがねじの呼びの5倍を超える場合の回転量 下記以外の塗料の種別は18章による(6.8.2)

・ 　　　使用箇所等　　・ 図示　　・ 　　・ 図示　　・ 　　・ 鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの (7.8.4)(表18.3.1)

スリーブの材種、規格 　　　 内側の錆止めの塗料の種別(6.8.2)

　　　　　※ Ａ種　　・ Ｂ種　・ 図示による（　　　　）　　　　　　・　

ボルト及びナットの材料 (7.2.3) 　　・耐火被覆が接着する面の塗料の種別 (7.8.4)　７ 普通ボルト

　※ 標準仕様書 表7.2.3による　　・ 　　　　・ ・ 軽量コンクリート（特記事項は、「５　軽量コンクリート」に示す） (6.2.1)(6.2.10)

ボルトのねじの呼び　※ 構造図による（　　　　　　）　　 (7.2.3)・ 建築基準法第37条第二号の規定に基づき認定を受けたコンクリート 12　型枠の存置期間 　・ 標仕6.8.4による (6.8.4)(6.2.1)

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ボルト径、ゲージ等 (7.3.2)　　　適用箇所（　　　　　　　　　　　　） 及び取外し 　・ セメントの種類が普通エコセメントの場合

種類及び性能 (7.9.2～8)　※ 構造図(　　　　　　　　)による　　　・ 　17 耐火被覆構造強度補正値　　　※ 特仕による　　　・ 標仕表6.3.2による　・ 　　　最小存置期間（　　　　　　　　　　）(6.3.2)

種　別 材料・工法 性能（耐火時間） 適用箇所（部位・部分）　２ セメントの種類 母屋または胴縁の取付けに使用する普通ボルトの孔径 (7.3.8)(6.3.1)(表6.3.1)

セメントの種類 適用箇所  ・ 耐火材吹付け  ・ 乾式吹付けロックウール　※ ねじの呼び径＋1.0㎜　　・ 

 ※ 普通ポルトランドセメント  下記以外全て  ・ 半乾式吹付けロックウール13　コンクリートの養生方法 　・ 標仕第６章第７節による。 (6.7.2)

 ・ 高炉セメントＡ種  ・ 湿式ロックウール　・ セメントの種類が普通エコセメントの場合

 ・ シリカセメントＡ種  ・ 種類 (7.2.4)(7.10.3)　　　養生期間（　　　　　　　　　） 　８ アンカーボルト

 ・ フライアッシュセメントＡ種  ・ 　・ 構造用アンカーボルト

 ・ 高炉セメントＢ種　Ｇ  ・ 1FL より下部(立ち上がり部含む)  ・ 耐火板張り  ・ 繊維混入けい酸カルシウム板　　 ・ ABR400  　・ ABR490

 ・ フライアッシュセメントＢ種　Ｇ  ・  ・ ・ 行う　　　・ 行わない 　・ 建方用アンカーボルト14 コンクリートの単位 (6.5.1)

 ・ 普通エコセメント  ・  ・ 耐火材巻付け  ・ 高耐熱ロックウール実施要領　 　　 ・ SS 400（JIS G 3101）　　・ 水量測定 (6.3.2)(平成15年10月2日 国コ企第3号)

 ・ 普通ポルトランドセメントの品質は, JIS R 5210 に示された規定の他、次の規定の全てに  (1) 単位水量の測定は,150m3 に 1 回以上及び荷下し時に品質の異常認められた時に実施する。 　　　アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

 ・ \U+FF97\U+FF7D張り\U+FF93\U+FF99\U+FF80\U+FF99塗り　―適合するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。 　　　　 ※ 標準仕様書 表7.2.3による　　・  (2) 単位水量の上限値は、標仕 6.3.2 (\U+FF72)(c) による。

 ・ 耐火塗料 (3) 単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。 ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等7 日 352 J/g 以下
 水和熱

　 1) 測定した単位水量が,計画調合書の設計値(以下,「設計値」という。) ± 15 kg/m3 の範囲にある 材料及び工法は,建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする　　・ 構造図による　　・　28 日 402 J/g 以下

　　　場合はそのまま施工する。 設置等

　 2) 測定した単位水量が、設計値 ± 15 を超え ± 20 kg/m3 の範囲にある場合は,水量変動の原因を (7.10.3)　構造用アンカーボルトの形状及び寸法　 ・ 構造図（　　　　）による　　　・ 

　３ 骨材の種類 フェロニッケルスラグ骨材　・ 使用する(適用箇所　　　　　　）・ 使用しない 　　　調査するとともに生コン製造者に改善を指示し,その運搬車の生コンは打設する。その後,設計値 　構造用アンカーフレームの形状及び寸法　 ・ 構造図（　　　　）による　　　・ (7.10.3) 　18　軽量形鋼構造 ボルト接合方法 (7.11.2)(6.3.1)

銅スラグ細骨材　　　　　　・ 使用する(適用箇所　　　　　　）・ 使用しない 　　　± 15 kg/m3 以内で安定するまで,運搬車の 3 台毎に 1 回,単位水量の測定を行う。 　建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法 (7.10.3)(表7.10.1) 　　・ 普通ボルト接合　　・ (6.3.1)

電気炉酸化スラグ骨材　　　・ 使用する(適用箇所　　　　　　）・ 使用しない 　 3) 設計値 ± 20 kg/m3 を超える場合は,生コンを打込まずに持ち帰らせ,水量変動の原因を調査する 　　・ Ａ種　・ Ｂ種(6.3.1)

再生骨材Ｈ　　　　　　　　・ 使用する(適用箇所　　　　　　）・ 使用しない 　　　とともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車の測定を行い設計値(6.3.1)

使用骨材のアルカリシリカ反応による区分 　　　± 20 kg/m3 以内であることを確認する。更に,設計値 ± 15 kg/m3 以内で安定するまで,運搬車(6.3.1) ８

　※ Ａ 　　　の 3 台毎に 1 回,単位水量の測定を行う。 　９ 柱底均しモルタル モルタルの種別　　　　　　　　　　・ 無収縮モルタル　　・ (7.2.9) 　１　軽微な変更の対応 施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更事項への対応方法について,あらかじめの検討を

　・ Ｂ(コンクリート中のアルカリ総量 Rt= 3.0 kg/m3 以下) 　 4) 3) の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。 圧縮強度　　　　　　　　　　　　　・ 構造図（　　　　）による　　・標仕7.2.9による 　　　(あらかじめ検討) 行っている部分

そ
の
他

 (4) 単位水量管理についての記録を書面(計画調合書,製造管理記録,打込み時の外気温,コンクリート 無収縮モルタルの材料及び調合　　　・ 標仕 7.2.9 による　　・ (7.2.9)(表7.2.5) 　本検討は,計画通知の変更を要しない範囲及び対応方法を定めるものであり,品質管理上の施工誤差

　　 温度等)と写真により提出する。 モルタル厚さ　　　　　　　　　　　・ 50　　・ 30 　　・ (7.10.3)(表7.10.2) 　を許容するものではない

　４ 混和材料  (5) 単位水量の測定方法は,高周波加熱乾燥法(電子レンジ法),エアメータ法又は静電容量法による。・ 混和材 (6.3.1) 工法の種別　　　　　　　　　　　　※ Ａ種　　・ Ｂ種 (7.10.3)(表7.10.2)

　　 また,試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。 　・ くいの芯ずれを考慮した検討　　混和材の種類　　　※ 標仕6.3.1(4)(a)による　　・ 

　　 あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　　※ 構造図による・ 混和材 (6.3.1)

　10 ターンバックル (7.2.6) 　・ くいの長さの変更を見込んだ検討　　混和材の種類　　　※ 標仕6.3.1(4)(b)による　　・ 種類

　建築用ターンバックル胴　　　　　※ 割枠式　　　　・ 　　 あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　　※ 構造図による標仕6.3.2(イ)(f)の①～③以外の混和材料の使用方法及び使用量 (6.3.2)

　建築用ターンバックルボルト　　　※ 羽子板ボルト　　・ 　・ はり貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討　　　※ 使用方法及び使用量のわかる資料を提出し、監督職員の承諾を受ける　　・ 

　ねじの呼び　　　　　　　　　　　・ 構造図(　　　　　　　　)による　　　・ 　　 あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　　※ 構造図による

　・ 

A1 1/***

A3 1/***



すぎ 20％以下

工事名称

図面内容 建築構造
縮尺 図面

図面

改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

25027
区分

番号

審 査承 認 検 図 特　　記製 図

TEL048-789-6033

ＫＵＪＩ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ ＳＴＵＤＩＯ

埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27

埼玉事務所
第323324号

　　埼玉県知事登録（１）

第11789号

　　一級建築士事務所

　 一級建築士登録

 千葉　聡

 株式

 会社

加須市立新保育所新築工事

S-01

は適用項目を示すものとする。

（２）設計図書

（7）施工図及びプレカット図の提出

設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理

（9）各種試験・検査報告書の提出

１．一般事項
動　的

試　験

静的

試験

表示

計

含水率全乾重

量法

表示
等級 検査 検査

寸法外観材種
部　材

含水率測定

仕　様

（４）接合金物

Ｚマーク金物

鋼材 ・材質、形状、仕上げ、溶接

ミルシートの写し

接合金物

（１）木材の防腐・防蟻処理

（１）適用範囲

本仕様書は建築物および工作物の構造上主要な部分に木材を用いる工事に適用する。

（8）製作工場の選定、承諾

能力を有した製作工場及び木工技能者を選定し、監督職員の承諾を受ける。

工事に先立ち各種の施工図を作成し監督職員の承諾を受ける。

確認者
確認する

表示の確認

確認項目 確認の方法

　防蟻薬剤による処理：薬剤（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　特記無き場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと

　同等以上の効力を有するものとする。

　防蟻薬剤による処理と同等以上の対策　（　   　　　　　　　　）

注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺２０ｃｍ、束石等の周囲２０ｃｍ

　　を標準とし、処理方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。

（３）耐候処理（塗装）

土台

外周柱下部1ｍ

水周り

使用部位

その他

高耐久材 現場処理剤工場処理剤

K3

（２）加工寸法の精度（下記の値を標準とする）

（３）表面仕上げ

（１）刻み時の注意

製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。

設計図書とは、本仕様書、設計図、指示書（現場説明書及び質疑回答書を含む）を言う。

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

２．材料の品質

MFZn -C EP-Fe/Zn　5/CM2標準メッキ処理は、溶融亜鉛メッキ：　　　　、電気メッキ：　　　　　　　　とする。

（１）くぎ、木ネジ、特殊ネジ

適　用　径 使用箇所　頭部／胴部の形状

2.1　木質材料

（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材

2.2　ファスナー

に錆を生じるおそれのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。

ここに示すファスナーや接合金物などは、木質構造の接合部に適用する。ファスナーや接合金物等

（３）座金

座金

材　質

・SPHC

・SPCC M6～M24

形状・表面処理　その他

引張を受けるボルト

せん断を受けるボルト

厚さ

厚さ

角座金の一辺

角座金の一辺

丸座金の直径

丸座金の直径

ボルト径に対する座金の大きさ 8

4.5

40

45

3.2

4.5

3.2

40

3.2

10 12 16 20 24

6 99 13

50 60 80 105 125

60 70 90 120 140

4.5 6 6

25 30 35 50 60 70

30 35 60 70 80

ドリフトピン

適　用　径

スプリットリング

シアプレート

木栓

・SS400

・SS400

・堅木

・

・SWRCH10R φ9～φ19

φ9～φ19

適用径・長さ

M12～M24

φ64、φ102

・電気メッキ

・電気メッキ

・電気メッキ

表面処理、その他材　質

・座金は用途ごと（引張、せん断）に下表により使い分ける。

・SS400アンカーボルト M12～M24

材　質

呼び径六角ボルト ・SS400 M3～M36

・SS400

・SS400

有効径六角ボルト

全ネジ六角ボルト

ステンレスボルト ・SUS304

M3～M20

M3～M36

適　用　径

（５）接合金物、鋼材

Ｚマーク

Ｃマーク

鋼材

引寄せ金物

・SS400

・

・電気メッキ

種　別 材　質 適用、形状、その他

・設計図中の特記による

表面処理、部品等級など

（２）ボルト、ナット

種　類

種　類

表面処理

適　用

「JIS B 1180」・材質は鋼、ステンレス鋼、非金属。径と長さの組み合わせは　　　　　　参照。

(JIS G 3131)

(JIS G 3141)

(JIS G 3507)

（４）ドリフトピン、コーチスクリューボルト、ジベル、シアプレート、木栓

コーチスクリューボルト

（ラグスクリュー）

・

・

（６）接着剤（接着接合）

　現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を

実施し、監理者に報告する。また監理者の立会いを要する検査については、指定された

試験要領に基づいて、適時抜取り検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定が

ない場合は原則全数とする。検査の結果、性能を満たさない材料については適用箇所を

ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とし、内容は特記による。

３．材料品質の検査方法

（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材

ヤング係数測定

部材、断面、長さ、数量

部材、断面、長さ、数量

寸法、数量

寸法、数量

樹種、曲ヤング係数、水平剪断、接着性能、ホルムアルデヒド放散量

強度、曲げ性能、板面の品質、接着耐久性、ホルムアルデヒド放散量

強度、ホルムアルデヒド放散量

製造工場の認定

書等の写し

構造用

集成材

構造用

ＬＶＬ

構造用

合板

構造用

パネル

材　料

くぎ

木ネジ類

ボルト・ナット

・材質、胴・頭径部、長さ、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

ミルシートの写し

ファスナーの種類

（３）ファスナー

確認項目 確認の方法

表示の確認

確認項目 確認の方法

・設計図書に明記されたファスナーであることを確認すること。同等性能のファスナーを

樹種、品名、強度、材面の品質、接着性能、ホルムアルデヒド放散量

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

用いる場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得ること。また必要に応じて

　立会いによる性能確認を実施する。

・監理者欄の〇は立会い検査が必要であることを示す。　

・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。

・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や動的曲げ試験は

　公的試験場にて行う。含水率計は住木センタ－認定品を、曲げヤング係数は全国木材

　組合連合会の認定品を用いて測定することを原則とする。

・全乾重量法や静的曲げ試験は１荷口につき確認する試験本数を示す。試験体は実際に

　使用する同一部材の中から抽出し、木材の試験方法（　　　　　）に準ずる。

・動的曲げ試験の判定基準は日本農林規格の針葉樹の構造用製材、合板、パネル、の

　強度区分材に準ずる。

含水率測定は、乾燥作業直後に行う。

木栓曲げ試験

・材質、形状、仕上げ

・設計図書等に明記された接合金物であることを確認する。同等認定品や性能認定品を

・材質、形状、仕上げ

Ｃマーク金物 ・材質、形状、仕上げ

引き寄せ金物

用いる場合には、その内容を監理者に申し出、承諾を得る。

４．耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）

・材質、形状、仕上げ、製造所

   製材  ： プレーナー仕上げ

（４）面取り

　  柱：（　　　）　mm

（１）仕口、継手の原則

・仕口、継手の方法は構造図による。特記なき場合は、１.（３）標準仕様書に示された

在来工法用の一般的な適用慣例については、９．軸組構法接合部標準仕様による。

・採用する方法は監理者の承諾を得る。

・仕口、継手の各部に作用する応力を考慮し、部材の引き抜けが生じないように、原則と

　して羽子板ボルトや木栓など、引張り抵抗をする補強部材を併用する。

（２）釘接合

（３）木ネジ接合

・構造耐力上主要な部分において、木ネジを引抜き方向に抵抗させることは避ける。

・小口面にねじ込まれた木ネジは、引抜き方向に抵抗させることはできない。

・釘は材の繊維に対して乱打ち、割れを生じない様に端距離、縁距離、釘間隔を大きく取る。

・釘の長さは材厚の２．５倍以上とする。

・１ヶ所の釘の本数は２本以上とする。

・釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。

・自動釘打ち機を使用する場合は、面材に釘がめり込まないようにする。そのために、

　釘打ち機の圧力を弱めるか、最後は手打ちを用いるなどの方法による。

・構造用面材を耐力壁とする場合の釘打ち方法は「昭和　 年建設省告示　 　号」による。

・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・小口面に打たれた釘は、引き抜き方向に抵抗させることはできない。

111056

（dはボルト径）

・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の断面寸法　 

　  　　図面表示が挽き立て寸法の場合：　±1.5ｍｍ以下　　　

　　  　図面表示が仕上がり寸法の場合：　＋1.5ｍｍ、－0ｍｍ以下

・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の材長

　　  　軸組工法の継手仕口の場合：　±1.5ｍｍ以下

　　  　ボルト接合工法の場合　　　：　±5ｍｍ以下

・集成材、構造用単板積層材（鉄筋接合木質ラーメン構造標準図による）

　　短辺：　  　±1.5ｍｍ　　　

　　長辺：　  　±1.5％かつ±5ｍｍ以下

・ボルト穴径：ｄ+2.0ｍｍ

・ドリフトピンの穴径：ｄ±0ｍｍ （dはボルト径）JIS Z 2101

５．木材の加工

立会い目視検査

日本農林規格

(JAS)表示

の確認

材　質種　類

（数値は％を示す）

強度

等級

曲げ性能基準

合板１級

板面

品質
品　名部　位

耐久性

接　着 寸法(mm)

放　散　量厚（巾×長）

部　位
品　名 材　面

品　質

（３）構造用合板、構造用パネル

等　級

曲げヤング係数区分

水平せん断性能区分
樹　種 アルデヒド

放　散　量

使　用

環　境

本項の内容は特記無きかぎり構造用合板及び構造用パネルの日本農林規格に準ずること。

乾燥の際背割を行う。但し見掛り部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。

強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、

材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。

樹　種品　名部　位 含水率 その他

見えない部分の木材は甲種３級とする。その他は乙種２級とする。

主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。

記入無き梁桁、母屋、タル木等の曲げ材のうち、見えがかり材は目視等級材の甲種２級、

含水率は平均含水率とし下地材等に用いる場合でも含水率Ｄ25以下であることを確認。

区分、等級

仕口や接合部に欠点が当たらないように加工する。

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

本項の内容は特記無きかぎり構造用集成材及び構造用単板積層材の日本農林規格に準ずること。

本項の内容は特記無き限り、針葉樹の構造用製材及び広葉樹の製材等は、枠組壁工法構造

座金

ドリフトピン

コーチスクリューボルト

スプリットリング

シアープレート

・材質、径、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、径、形状、仕上げ

・材質、径、形状、仕上げ

・樹種、曲げ強度、比重木栓など
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・高耐久材の使用（注：製材の心材あるいは心持ち材又は集成材）

・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所等は、現場処理に準じる）

　　　ＪＡＳ保存処理材　：　　Ｋ５ 　　Ｋ４　　Ｋ３　　Ｋ２

　　　ＡＱ認証保存処理材：　　　　　　１種　　２種　　３種

・現場処理（注：給排水用塩化ビニル管に接する部分は、管を保護する）

　　　・　塗布　　・　吹付　　・　浸漬　（処理量　　　　　　、処理回数2回）

　　　日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする

ml/m 2

（２）土壌処理

木工事特記仕様書１

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　）

K3 （　　）

K3 （　　）

K4 （　　）

外部見掛り部

　  梁：（　　　）　mm

   構造用集成材  ： プレーナー仕上げ

7．接合

６．接合金物（製作金物）加工

（１）接合金物の寸法精度

a. 製品の寸法精度

幅、長さは、製作図寸法の ±2mm以内

b. ボルト、ドリフトピンおよびラグボルトの孔径

・中ボルト　　   d+2.0mm ・ドリフトピン　  d+1.0mm

・ラグスクリュー d+2.0mm

・高力ボルト　   d+2.0mm ・アンカーボルト  d+5.0mm

c. 孔あけ許容寸法

・孔芯ずれ　　   ±+1.0mm以内 ・孔間隔のずれ　  ±+1.0mm以内

（２）接合金物の溶接作業における技能資格者（以下、「溶接技能者」という。）

a. 溶接技能者は下記の技術を要するもので、技量証明、その他必要な書類を監督職員

に提出して承諾を受けたものとする。

・手溶接　　 JIS Z 3801 （溶接技術検定における試験方法および判定規準）

・半自動溶接 JIS Z 3841 （半自動溶接技術検定試験における試験方法

b. 溶接技能者の技量に疑いを生じた場合は、工事に相応した試験を行い、その適否を

判定し、監督職員の承諾を受ける。

（３）接合金物の防腐処理

・製作金物の防腐処理はJIS K5625 2種 又は JIS K5674 1種の1回塗りとする。

用製材などの日本農林規格に準ずること。

込栓 ・堅木 20角

梁受け金物　

・材質、形状、仕上げ、製造所 ホールダウンパイプ

・木ネジの咲孔の径：針葉樹・・・主材　0.6d　側材　0.8d

　　　　　　　　　　広葉樹・・・主材　0.8d　側材　1.0d　（dはボルト径）

　　　　　　　　　　（先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの2/3程度とする。）

・ねじ込みには適切な道具を使い、ハンマーなどで打込んではならない。

・ねじ込みを容易にしたり、破損させないために潤滑油を用いても良い。

（３）標準仕様書

設計図書に記載なきものは、工事特記仕様書に指定した共通仕様書、及び国土交通大臣官房

官庁営繕部監修「木造計画・設計基準」、「木造建築工事標準仕様書」、日本建築学会

「建築標準仕様書・同解説」、「木質構造部設計マニュアル」による。

上記の仕様塩に記載なき場合は、住宅金融公庫監修「木造住宅工事共通仕様書」ならびに

公共規格かこれに準ずる規格を適用する。

（4）設計図書の優先順位

設計図書の優先順位は以下による。

１.指示書（現場説明書及び質疑回答書を含む）

２.本仕様書

３.設計図

4.標準図（・木造軸組標準図　・構造用修正躯体工事仕様書

　　　　　・鉄筋接合木質２方向構造基準図）

（５）疑義

疑義が生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監督職員に申し出、その処理方法に

ついて協議する。

（６）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監督職員の承認を受ける。

ホルム

（鉄筋接合木質２方向ラーメン構造標準図による）

その他の金物 ・

変更する等の措置を行うこと。

すぎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　および判断基準）

木工事特記仕様書(1)

土台 無等級材 20％以下

垂木

構造用製材

構造用製材 無等級材

図示
図示

図示
図示

図示

図示
図示 図示 F☆☆☆☆

屋根　

床（遊戯室）

２級 C－D構造用合板 F☆☆☆☆特類 12x910x1,820

２級 C－D構造用合板 F☆☆☆☆特類 24x910x1,820

-

-

・軟鋼線材

・真鋳

N19～N150

CN25～CN150

BN25～BN125

GNF25～GNF125

3.05 mm

石膏ボード用

ファイバーボード

シージングインシュレイション

・鉄

・鉄

ZN45～90

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼

Ｎ釘

ＣＮ釘

ＢＮ釘

ＺＮ釘

ＧＮ釘

ＳＮ釘

木ネジ

特殊ネジ

コースレッド

社内

監理者

100

〇

100

〇

100

〇
すぎ垂木

土台
社内

監理者

100

〇

100

〇

100

〇

ひのき

　土壌処理省略 　　北海道　　　東北　　　北陸

　造膜型、　　　含浸型、　・部位（　　　　　　  　）

　　材長：　  　±5ｍｍ以下　　　　  　（　　　　　　　　）

ひば 薬剤注入

２級 C－D構造用合板 F☆☆☆☆特類-壁 9x910x1,820

ホルムアルデヒド

床板、屋根、壁

ひば

A1 1/***

A3 1/***



工事名称

図面内容 建築構造
縮尺 図面

図面

改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

25027
区分

番号

審 査承 認 検 図 特　　記製 図

TEL048-789-6033

ＫＵＪＩ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ ＳＴＵＤＩＯ

埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27

埼玉事務所
第323324号

　　埼玉県知事登録（１）

第11789号

　　一級建築士事務所

　 一級建築士登録

 千葉　聡

 株式

 会社

加須市立新保育所新築工事

S-02

（６）ドリフトピン接合

・ボルトやコーチスクリュー等と併用し、ドリフトピンの変形に伴う部材の開きを防止する。

・ドリフトピンは孔に密着させる。

・一度締め付けた併用ボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、

　緩んだものについては再度締め直しを行う。

（５）コーチスクリュー接合

70

40 70

60

・構造耐力上主要な部分において、コーチスクリューを引抜方向に抵抗させることは避ける。

・コーチスクリューの配置間隔、縁距離および端距離、使用する座金は同じ胴部径の

　ボルトに準ずる。

・胴部の先孔の径は胴部と同径とし、長さも胴部と同寸とする。

・ネジ部の先孔の径：比重　 以上の樹種・・・ネジ径の　～　％

　　　　　　　　　　その他の樹種・・・・・・・ネジ径の　～　％

　　　　　　　　　　（長さはネジ部の長さと同寸とする。）

・コーチスクリューは先孔にレンチなどで回しながら挿入し、ハンマーなどで打ち込んでは

　ならない。

・ねじ込みを容易にするためや、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。

0.4

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

・逆せん断と引張の補強として短冊金物等を併用すること。

・柱からの持ち出し位置は、連続梁の長期荷重の反曲点付近とする。

・せん断力が大きい場合は台持ち継ぎとする。

１．曲げ応力や引張力を負担しない継手：腰掛け蟻継ぎ、腰掛け鎌継ぎ

腰掛け蟻継ぎ

女木

男木

台持ち継ぎ

女木

男木

腰掛け鎌継ぎ

女木

男木

継手位置

柱短冊金物

アンカーボルト

男木
女木

・伝達できるＭやＴは母材全断面の２割以下と考えること。

２．曲げ応力や引張力を負担する継手

　　　　　　　　　　　　　：追掛け大栓・金輪・尻挟み継ぎ、鋼板挿入ドリフトピン接合

材幅の3～3.5倍

追掛け大栓継ぎ 金輪継ぎ

尻挟み継ぎ
鋼板挿入

ドリフトピン

梁受け金物の例

（クレテック金物）

片持ち梁

渡り顎掛け

（４）柱と横架材の仕口

１．柱の上下端部：短ほぞ差し、長ほぞ差し込み栓止め

必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。

・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、

柱

横架材

横架材

山形プレート

＋
短ほぞ差し

山形プレート止め

長ほぞ差し

込み栓止め

　　　：土台同士は襟輪小根ほぞ差し又は寄せほぞ差し、柱脚部は扇ほぞ差し又は寄せほぞ差し

（但し、柱勝ちの場合、落とし蟻又は土台をて寄せほぞ差しとする。）

・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、

必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。落とし蟻の場合は、ＨＤ金物を用いる。

２．土台の出隅入隅部

扇ほぞ差し
襟輪小根
ほぞ差し

ほぞ差し
寄せ

ほぞ差し
寄せ

落とし蟻

傾ぎ大入れ

ほぞ差し

短冊金物

かね折り金物

小胴付きほぞ差し

３．通し柱と胴差し：小胴付きほぞ差し、傾ぎ大入れほぞ差し、梁受け金物

・梁受け金物以外の仕口には、引張の補強として短冊金物やかね折り金物等を併用すること。

（５）筋かい端部

（６）火打ち、方杖

・Ｚマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい。

（７）小屋束の上下端部

・短ほぞ差しの場合、風圧力による引張力の補強として、かすがい２本又はひら金物又は

　山形プレート止めとする。

・角材を用いる場合の端部は、

傾ぎ大入れほぞ差し＋ボルト締めとする。

筋かいプレート

（同等認定品）

・短ほぞ差し又は長ほぞ差し込み栓止めとする。

・平12建告1460号の例示仕様又は同等品とする。

傾ぎ大入れほぞ差し

ボルト（M12標準）

ひら金物 小屋梁

小屋束

もや

（１）横架材同士の継手

・半欠き根太：横架材に大入れ腮掛け＋斜め釘

・転ばし根太：根太が正角断面の場合、横架材に脳天釘止め

・捶木：横架材に捶木道を掘り、転ばし根太と同様に止める。

・風の負圧の補強：許容応力度計算により必要耐力を有するひねり金物等を取り付ける。

たる き みち

根太が縦長角断面の場合、斜め釘２本＋転び止め

・落とし込み根太：横架材に大入れ or 根太掛け＋斜め釘

軒桁

転び止め

ひねり金物

垂木

根太彫り

半欠き根太

（９）間柱と横架材

・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋斜め釘上部ほぞ差し、下部突き付け＋斜め釘

（８）根太、捶木と横架材

（６）建方精度

（７）施工状況の検査

・アンカーボルト施工時の立会い検査

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　アンカーボルト径、間隔

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

・地組み時の立会い検査

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　材料の加工寸法検査

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

・建方時の立会い検査

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　材料の加工寸法検査

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

・建方後の施工状況の検査

　　□　防腐・防蟻処理　　　　□　材料の加工寸法検査　　　　□　ファスナーの施工状況

　　□　接合金物の施工状況　　□　その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

・最終確認

　　工事中に発生するボルトの緩み、ファスナーおよび接合金物に影響する材の割れ、接着面の

　　はがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は速やか

　　に監理者に報告し対応策を協議する。

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

（７）ジベル接合

・木部材は接合部付近の割れ、節、目切れなどの欠点に注意し、彫込み・打ち込みまたは

　圧入に際して割れを生じないよう、ジベルの種類に応じた断面と余長をもたせる。

・接合材は十分圧着させる。木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものに

　ついては再度締め直しを行う。

（８）既成金物の接合

・羽子板ボルト、ひら金物、短冊金物、かね折り金物および箱金物などの取り付けは、

　それぞれの仕様に基づき、接合両材の間が密着するように締め付ける。

（10）その他の方法による接合

・使用材料および使用方法は構造図によるものとし、監理者の承諾を得る。

（１）輸送計画

（２）集積・保管

集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。

降雪や降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥に

よる割れが発生するため避ける。　　　□　集積場の確認　  〔　　　　　　　　　　　〕

８．運搬・建て方

・建方の精度基準は下記による。　

　　□建物の倒れ　　　　　：　□　e≦H／2500+10mm　かつ　e≦50mm

　　　　　　　　　　　　　　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□梁の水平度　　　　　：　□　e≦Ｌ／  700+ 5mm　かつ　e≦15mm

　　　（節点間のレベル差）　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□建物のわん曲　　　　：　□　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mm

　　　　　　　　　　　　　　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□柱据え付け面の高さ及び位置

　　　　　柱据え付け面の基準高さからの誤差　：　□0-3mm以下　　□〔　　　　　〕

　　　　　通り芯からの誤差　　　　　　　　　：　□±5mm以下　　□〔　　　　　〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□〔　　　　　　 　　　　 　　〕

・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

９．軸組構法接合部の標準仕様

（９）接着接合

・接合部の耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。

・接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従い、実験に

　より接合部に要求される耐力と耐久性が立証された場合はその際の作業条件を標準とする。

繊　維

方　向 方　向

繊維直交

加力方向

繊 15d 10dE1

12d 10dP1

5d 8dE2

5d 8dP2

E2

E2

P2

P2

E1
E1E1 P1

P2
E2

E2

P1

P2 E1 P1 P1 E2

E1

E2

P2
（d：釘径）

（d：ボルト径、t：主材厚）

E1

P1

E2

P2

E1 P1 e2E1P2

E2

E2

E1
P1

P2

P2

E1

E1
P1

P1

E2

E2

E2

E2

P2

繊維方向

1.5d

3d

t/d>6

t/d≦6

1.5dかつP2/2

7d

7d（荷重負担側）

4d（荷重非負担側）

（１１）ボルトの最小間隔及び最小端あき距離

（１０）釘の最小間隔及び最小端あき距離

（４）施工時の安全性

建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、

あるいは柱に大きな引張力を与えるなどの場合は監理者の承諾を受ける。また、強風など

による諸外力に対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。

　　□　施工時の安全性に対する検討書の提出　　　□　施工時荷重条件の通知

（５）アンカーボルトの施工

・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。

・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込み

・アンカーボルトはダブルナットとする。　□適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕

・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。

　　□通り芯からの誤差　　　　　　　　　：　□±13mm以下　　□〔　　　　　〕

製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を

考慮し十分な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。

　　□　輸送計画書の提出　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、

建方、養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。

　　□　建方計画書の提出　

（３）建方計画

繊維直交方向

特記による。特記のない

場合は以下の数値とする。

4d（荷重負担側）

1.5d（荷重非負担側）

7d

4d

t/d=2

2≦t/d<6

t/d>6

3d

3d～5d

5d

加力方向

木工事特記仕様書２
・伝達できるＭやＴは母材全断面の２割以下と考えること。

・やむを得ず柱の継ぎ手を設ける場合は、曲げと軸力による複合応力の検定を行い安全性を

　確認する。

（２）柱の継手

（３）横架材どうしの仕口

・男木の梁せいが女木の２／３以下の場合か、仕口直下に柱がある場合には、大入れと

　してもよいが、そうでない場合は男木のせいの２／３程度の顎をかける。

・逆せん断と引張の補強として羽子板ボルト等を併用する。

１．せん断力が母材全断面の３割以下の仕口：（大入れ）蟻掛け

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

あご

女木

h
2

3 程
度

男木

羽子板ボルト

女木

男木

柱

大入れ蟻掛け

２．せん断力が母材全断面の３割を超える仕口：梁受け金物

・既製品の場合は金物メーカーの許容せん断耐力の値を用い、特注品の場合は

３．一方を片持ち梁とする場合：レベル差を設け渡り腮掛け

・逆せん断の補強として羽子板ボルト等を併用すること。

　構造計算で許容せん断耐力を算出して安全性を確認すること。

維

方

向

繊

維

方

向

直

交

繊

維

方

向

繊

維

方

向

直

交

（ホールダウンパイプ、羽子板ボルト等併用）

（４）ボルト接合

・締め付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適している

　ものであることを確認する。

・ボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とし、めり込み音が発生した時点で

　締め付けを完了する。

・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。

・一度締め付けたボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、

　緩んだものについては再度締め直しを行う。

を行う。

　　　　　　階高　　　　　　　　　　　　　：　□－5mm≦△H≦+5mm

A1 1/***

A3 1/***木工事特記仕様書(2)



工事名称

図面内容 建築構造
縮尺 図面

図面

改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

25027
区分

番号

審 査承 認 検 図 特　　記製 図

TEL048-789-6033

ＫＵＪＩ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ ＳＴＵＤＩＯ

埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27

埼玉事務所
第323324号

　　埼玉県知事登録（１）

第11789号

　　一級建築士事務所

　 一級建築士登録

 千葉　聡

 株式

 会社

加須市立新保育所新築工事

S-03

主な接合部位に対応する金物種類

部位 主な接合部 金物種類 備考

筋交い

柱

管柱

通し柱

胴差

小屋梁

その他

火打梁

柱+土台・胴差・梁

土台

桁・胴差

大断面集成材

軒桁

管柱・継束

桁・胴差

胴差・梁（継手）

胴差・梁（仕口）

胴差・梁（隅角部）

軒桁

小屋束

土台+基礎
（大引）

大引+床束

床組・小屋組隅角部

垂木+母屋・軒桁

・筋交いプレートBP

・筋交いプレートBP-2

・筋交いボックスBB-2・BB-23

・筋交いボックスBB-33

BP→30×90筋交いに使用。

BP-2→45×90筋交いに使用。

BP-2→45×90筋交いに使用。

BP-33→90×90筋交いに使用。

・かど金物CL-L

・かど金物CP-T

・山形プレートVP

・ホールダウン金物HD-B（　）

・ホールダウン金物HD-N（　）

・ホールダウン金物S-HD（　）

・柱脚金物PB-33

・柱脚金物PB-42

・三角火打金物

・かど金物CL-L

・かど金物CP-T

・山形プレートVP

・羽子板ボルトSB・E

・柱頭金物、桁受金具
　（大断面集成材と在来取合部用）

・羽子板ボルトSB・E

・ホールダウン金物HD-B（　）

・ホールダウン金物HD-N（　）

・ホールダウン金物S-HD（　）

・短冊金物S

・ひら金物SM（　）（　）

・羽子板ボルトSB・E

・短冊金物S

・かね折り金物SA

・三角火打金物

・短冊金物S

・羽子板ボルトSB・E

・三角火打金物

・羽子板ボルトSB・E

・山形プレートVP

・ひら金物SM（　）（　）

・かすがいC（　）（　）

・アンカーボルトM-12・16
　　　　　　　（L：400・600）
・三角火打金物

・山形プレートVP

・ひら金物SM（　）（　）

・かすがいC（　）（　）

・火打金物HB

・三角火打金物

・ひねり金物ST

・折曲げ金物SF

・くら金物SS

・タルキック（ロングビス）

・ボルト（矩座金）

高倍率の耐力壁を構成する場合に

使用する。

羽子板ボルトSB・E2、SB・F2は

板止め用（釘穴無し）

大断面集成材との取合いについてメーカー

及び監督員との打合せの上決定する。

耐力壁廻りには使用しない。

はずれ止め、SAは隔通し柱に使用。

大引及び内部間仕切土台は監督員と協議の上

あと施工アンカーとすることができる。

はずれ止め

羽子板ボルトSB・E2、SB・F2は

板止め用（釘穴無し）

どちらか一方で高倍率の耐力壁を構成する

場合に使用する。

羽子板ボルトSB・E2、SB・F2は

板止め用（釘穴無し）

はずれ止め、SAは隔通し柱に使用。

羽子板ボルトSB・E2、SB・F2は

板止め用（釘穴無し）

はずれ止め、SAは隔通し柱に使用。

羽子板ボルトSB・E2、SB・F2は

板止め用（釘穴無し）

はずれ止め

はずれ止め

接合金物 接合具

Zマーク表示金物及びZマーク同等認定金物 Zマーク表示金物及びZマーク同等認定金物

種類・記号 形状・寸法（ｍｍ） 使用接合具 用途・使い方 種類 記号 形状・寸法（ｍｍ） 種類 記号 形状・寸法（ｍｍ）

かど金物

CP・L

CP・T

山形プレート

VP

ひねり金物

ST

（右ひねりのみ）

120×

180

（120）

桁
受

け
金

物
（
大

断
面

集
成

材
と

在
来

工
法

取
合

部
等
）

用

120×

210

用

【寸法・形状】 【用途】引張りを受ける柱と土台・横架材の接合

【使い方】

（ろ） （は）

CP・L CP・T

（第二表三-（ろ）） （第二表三-（は））

【寸法・形状】

（同等品以上可）

（は）

（第二表三-（は））

【寸法・形状】

S T - 9

ST-12
ST-15

【用途】集成材と普通構造材の緊結

【使い方】

普通構造材

集成材

ラグスクリュー

（2-LS12）

目安1000

（長期）

皿頭スクリュー釘

BN-60
14本

太めくぎ

ZN-65
10本

（株）カネシンOH-105程度

記号

ST-9

ST-12

ST-15

ベイマツ類

1.7

1.7

2.5

ヒノキ類 スギ類

1.5

1.5

2.3

1.3

1.3

2.0

太めくぎ

ZN-40

【用途】垂木と軒桁又は、母屋との接合

【使い方】

記号

VP

ベイマツ類

5.0

ヒノキ類 スギ類

4.5 3.9

太めくぎ

ZN-90
8本

【用途】かど金物と同等の用途

【使い方】

短期許容応力度

短期許容応力度

（kN）
短期許容応力度

記号

CP・L/CP・T

ベイマツ類

4.3

ヒノキ類 スギ類

3.8 3.4

太
め

く
ぎ

ス
ク

リ
ュ

ー
釘

六
角

ボ
ル

ト
・

六
角

ナ
ッ

ト
六
角

ボ
ル

ト

全
ネ
ジ

ボ
ル
ト

ボ
ル

ト

角
根

平
頭

平
釘

ア
ン
カ

ー
ボ
ル

ト
ボ

ル
ト

座
金

付
き

角
座

金

（kN）

（kN）

記号

ZN40

ベイマツ類

0.86

ヒノキ類 スギ類

0.77 0.68

ZN40

ZN65

ZN90

ZN65

ZN90

0.68

0.98

短期許容応力度（kN） せん断耐力を示し、鋼板添え板のため25％割増の数値とする。

0.86

1.26

0.77

1.14

ZS50

短期許容応力度（kN） せん断耐力を示し、鋼板添え板のため25％割増の数値とする。

記号

ZN40

ベイマツ類

0.86

ヒノキ類 スギ類

0.77 0.68

M12

（ ボ ル ト

ナット共）

M16

（ ボ ル ト

ナット共）

M12×115

M12

M12

ZF55

A

A-60

A-70

M16W

W4.5×40

W6.0×60

短期許容応力度（kN） めり込み耐力以下の引張りを受けるボルトの座金

短期許容応力度（kN） めり込み耐力以下の引張りを受けるボルトの座金

記号

W4.5×40×Φ14

ベイマツ類

9.8

ヒノキ類 スギ類

8.3 6.4

14.421.6 18.7

記号

W9.0×80×Φ18

ベイマツ類

38.4

ヒノキ類 スギ類

33.2 25.6

W4.5×60×Φ14

W9.0×60

小
型

 座
金

丸
座

金
か

す
が

い
手

違
い

か
す

が
い

柱
頭

金
物

（
大
断

面
集
成

材
と

在
来

工
法

部
等

）

角座

W2.3×30

丸座

R2.3×30×Φ12.5

R6.0×68×Φ14

RW9.0×90×Φ18

短期許容応力度（kN）

短期許容応力度（kN）

めり込み耐力以下の引張りを受けるボルトの座金

記号

RW6.0×68×Φ14

ベイマツ類

21.7

ヒノキ類 スギ類

18.8 14.5

25.438.4 33.0RW9.0×90×Φ18

C120

C150

CC120

CC150

（右ひねり及び

左ひねり）

金物A

JH-S204

JH-S206

PC

梁に太めのくぎZN-65　6本

柱に太めのくぎZN-65　6本

（第二表三-（い））

右ひねり 左ひねり

記号

C120、C150

ベイマツ類

1.2

ヒノキ類 スギ類

1.1 1.0

1.01.2 1.1CC120、CC150

金物B

普通構造材

梁に太めのくぎZN-40　4本

柱に太めのくぎZN-40　4本

25

25

150

200

25

200

150

25

70

11
5

50

t2.3
土台

基礎
山形プレート

VP

柱

t1.6

20

90
、
12
0

t1.6

20

15
0

垂木

軒桁

ひねり金物
ST-9、ST-12

垂木

軒桁

ひねり金物

A60、A70用

Φ18

t9.0

80

80

Φ14

t4.5

40

40

Φ14

60

60

t6.0

80

80

t9.0

L50

M16

L:150,165,180,195,

　210,225,240,255,

 270,285,300,315,

 330,345,360,375,

 390,405,420,435,

 450,480,510,540,

 570,600

L

10
0

112

M16

M式アンカーセパ使用
L

50

M12

L:300，450，500

L:600，700，800、900、1000

6

10

55

6.8
3.4

M12

3 65

22

12

115

M12

18.
5

10

19

11
5

M16

L

10
24 24 13

Lの表はM12と同じ

19 10

35

M16

L

8
24

L:110,125,150,165,180,195,210,

　225,240,255,270,285,300,315,

 345,360,375,390,405,420,435,

 450,480,510,540,570,600

50

3
10

Φ5.2

1.5
7.14

Φ5.2

Φ3.33

38.
1

1.
57.14

Φ3.33

63.
5

1.
57.14

Φ4.11

88.
9

Φ14

t2.3

30

30

Φ12.5

t2.3
Φ30

Φ18

t9.0

Φ90

Φ14

t6.0Φ68

M12用

M16用

12
0，

150

45

Φ6

12
0，

150

45Φ6

12
0，

150

45
Φ6

集成材

集成材

10
0

105

167.4

30 30

21
0

65

60

40

20

25

3.
2

3.
2

21
0

10
0

65
45

3.
2

35
50

153.
2

40
35

15
15

20
105

15

126.4

20

30

15

65 3.2

120

3.2 65

15 35 15

5

30 2010 30 25 50

3.2

2-5.2Φ

3-5.2Φ 3-5.2Φ

1-13.5Φ

65
50

20
30

30
165

75

15075

37.5

37.5

90

37.
5

集成材

普通構造材

60 60

85

土台

隅柱

アンカーボルトA

柱 柱

柱

土台

横架材

t2.3t2.3

太めくぎ

ZN-65

筋かい

かど金物
CP・T

かど金物
CP・L

かど金物
CP・L

かど金物
CP・T

1.1
1.2

.1=.2

木工事特記仕様書(3) 

A1 1/***

A3 1/***



工事名称

図面内容 建築構造
縮尺 図面

図面

改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

25027
区分

番号

審 査承 認 検 図 特　　記製 図

TEL048-789-6033

ＫＵＪＩ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ ＳＴＵＤＩＯ

埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27

埼玉事務所
第323324号

　　埼玉県知事登録（１）

第11789号

　　一級建築士事務所

　 一級建築士登録

 千葉　聡

 株式

 会社

加須市立新保育所新築工事

S-04

表D　スリーブ材質の凡例　

表C　梁貫通孔記号　

表B　各階伏図における記号　

表A　異形鉄筋の断面表示記号　

図面で使用する記号等は、表A～表Dを標準とする。

5.1　基礎梁

4 鉄筋の最小かぶり厚さ及び間隔

図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）

：継手の好ましい位置

 0

 0 /4 0 /2 0 /4

 ガス圧接を例で示す

Ｌ２

Ｌ２

（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

Ｌ２

Ｌ２

Ｌａ

Ｌａ

Ｌａ

Ｌａ

 0

 0 /4 0 /2

≧100

15d（余長）

 0 /4

継手長さ

継手長さ

２Ｌ

　　  ただし、耐圧スラブが付く場合は、(4)による。

（３）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。

Ｌ２

Ｌ２Ｌ２

Ｌａ

Ｌａ

Ｌａ

Ｌａ

20d（余長）

継手長さ

 0

 0 /4 0 /2 0 /4

15d（余長） 15d（余長）継手長さ

図5.1　梁筋の基礎梁内への定着

（イ）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(2)(\U+FF74)による。

（ア）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が

（１）一般事項

（６）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（５）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(４)による。

図4.1　鉄筋相互のあき及び間隔

（ウ）隣り合う鉄筋の径（呼び名の数値）の平均の1.5倍

（イ）25mm

（ア）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（４）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。

（３）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（２）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに10mmを加えた数値を標準とする。

　　　    捨コンクリートの厚さを含まない。

　　　　　また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。

DあきD

間隔

D は、鉄筋の最大外径

　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、

　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな

（注）１．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。

最小かぶり厚さ(mm)

表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ

（１）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。

１

１Ｌ

　　　なお、Ｌ　は表3.1に、Ｌ　及びＬ　は表3.3による。１ ２ ３

（ウ）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。

全長全長

　　　　　　　ただし、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

　　　　(ｃ)　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬa及びＬbは表3.4に示す長さとする。

　　　　(ｂ)　余長は 8d 以上

　　　　(ａ)　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上

　　　り、次の(ａ)、(ｂ)及び(ｃ)をすべて満足するものとする。

（イ）梁主筋の柱内折曲げ定着又は小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3によ

図3.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

Ｌ１ｈ

１ｈ

（注）１．Ｌ　,Ｌ　：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。

　　　２．フックありの場合のＬ　は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。

１ｈ１

１ １ｈＬ　（フックあり）Ｌ　（フックなし）

（ア）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。
（２）鉄筋の定着

      ただし、スラブ筋で D16 以下の場合及び壁筋の場合は除く。

（エ）隣り合う継手の位置は、表3.2による。

　　　いずれか大きい値とする。

　　　40d以上（軽量コンクリートの場合は 50d 以上）と表3.1の重ね継手の長さのうち

（イ）柱及び梁主筋並びに耐力壁を除く鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。

（ア）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（１）鉄筋の重ね継手

　（１）設計図書の図面のうち配筋方法に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。

かつ一般壁の種別

片持ちスラブ形階段を受け、

一般壁の種別

KW○○
W○○

かつ耐力壁の種別

片持ちスラブ形階段を受け、

耐力壁の種別

ERW○○ 土圧を受け、かつ耐力壁の種別

※S 

EKW○○
EW○○

FLからの上がり下がり（±　　）梁・スラブの上がり下がりの範囲

ボーリング位置

スラブ開口D0

打増しの範囲

試験杭の位置

杭の位置

コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）

土間コンクリート

階段の配筋種別

スラブ厚さ

スラブの配筋種別

記号 説明説明記号

（１）設計図とは、建築構造図のうち特記仕様書（構造関係）、構造関係共通図以外の図面をいう。

２-１　設計図２．図面

２-２　構造関係共通図（配筋標準図）

１．特記仕様書（構造関係）

（３）長さ、厚さの単位は、特記なき限りｍｍとする。

（２）異形鉄筋の径（本文、図、表において「d」で示す。）は、呼び名に用いた数値とする。

（２）本構造関係共通図以外については、設計図及び監督員の指示による。

（１）本構造関係共通図は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工、

　　　組立の一般的な標準図とする。

４．記号

３．優先順位

２．用語の定義

１．適用範囲

2 異形鉄筋の末端部

総則

　　　する。

梁梁

柱

Ｌ２

　　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着

60

＊

60

40

40

屋外
30

40

仕上げあり

仕上げなし

＊

30

20

30

30
柱，梁，耐力壁

スラブ，

耐力壁以外の壁

土に接す

る部分

土に接し

ない部分

屋内

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

擁壁，耐圧スラブ

基礎，擁壁，耐圧スラブ

柱，梁，スラブ，壁

構造部分の種別

煙突等高熱を受ける部分

ただし、柱及び梁の主筋に D29 以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保

するように最小かぶり厚さを定める。

d

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

　　　　　　　 （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

　　　　　　　 （基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

ａ

ｂ　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。

（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。

表3.4　鉄筋の投影定着の長さ

SD390

SD345

Ｌ ｂ

20d

20d

15d

20d

20d

30，33，36 20d

20d

20d

15d

20d

20d

20d

30，33，36

24，27

15d

15d

種  類

鉄筋の

24，27

21

15d

15d

15d

15d

21

18

15d

15d

15d

20d

30，33，36

24，27

21

18

Ｌ ａ
  Fc（N/mm ）

２
設計基準強度

コンクリートの

１節半以上、かつ、150mm以上

 鉄筋

３Ｌ

２Ｌ

（柱頭又は柱脚部）

 鉄筋

定着（壁の場合）

Ｌ

１節半以上、かつ、150mm以上

d

≧6d

50
d

≧6d≧6d

d

図3.4　溶接金網の継手及び定着

50d

定着（スラブの場合）重ね継手

≧6d

d

1.5巻

添巻き

以上の

（４）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による

（重ね継手）

中間部

図3.5　スパイラル筋の継手及び定着

末端部

図3.3　折曲げ定着の方法

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

フックあり定着の長さ直線定着の長さ

定着起点定着起点

余長

３ｈ２ｈ１ｈＬ  、Ｌ  又はＬ

余長

ａＬ（ただし，柱せいの3/4倍以上）

３２１Ｌ 、Ｌ 又はＬ

１Ｌ

30，33，36

40d 35d

45d 35d

50d 40d18

25d 20d

30d 25d

30d 25d

35d 30d

25d 20d

25d

30d

35d

10d

スラブ小梁

以上

150mm

かつ

Ｌ３ｈ

２ Ｌ２ｈＬ１ｈＬ

25d

35d

20d

30d

30d

35d

35d

40d

45d

24，27

21

30，33，36

24，27

21

SD345

18

30d

30d

35d

40d

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
２

設計基準強度

コンクリートの

種　類

鉄筋の

－

フックあり定着の長さ

Ｌ３

10d

スラブ小梁

直線定着の長さ

表3.3　鉄筋の定着の長さ

の場合

の場合

ａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mm

ａ≧400mm

ｂ

ａ

 カップラー

ａ

１Ｌ

１Ｌ

１ｈＬ

１

ａ１Ｌ

ａ≧0.5Ｌ１

１Ｌ

ａ＝0.5Ｌ

ａ

１ｈ

１ｈＬａ１ｈＬ

－

 ガス圧接継手・溶接継手

ａ≧0.5Ｌ１ｈ

１ｈＬ

ａ＝0.5Ｌ

ａ

フックあり

フックなし

表3.2　隣り合う継手の位置

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に 5d を加えたものとする。

30，33，36

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

24，27

SD390

SD345

35d

35d

30d

30d

35d

40d

45d

50d

35d

40d

45d

50d

35d

25d

種  類

鉄筋の

21

30d

25d

25d

35d

21

18

30d

35d

40d

45d

21

18

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
２

設計基準強度

コンクリートの

図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ

3 継手及び定着

（３）杭基礎のベース筋

（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

図2.1 末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（ ● 印）

壁

壁

柱 梁

壁
 床版 床版

（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部

壁

梁

壁

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

d

D

D

d
d

（余長）

4d 以上
D

8d 以上

6d 以上

折曲げ図

5d 以上

SD390

～ D38

D19

3d 以上

d

D

4d 以上

4d 以上

  180°

  135°

  90°

～ D38

D19
D16 以下

折曲げ内法直径(D)

角  度

折曲げ

1 鉄筋の加工

表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径

鉄筋の折曲げ内法直径は、表1.1を標準とする。

※建築用以外のスリーブ材質は各工事による。

管　名

記号（建築用）

鋼　管

40037535032530027525022520017515012510075
区分 径

建　築

50

区分
径

建築

D32D29D25D22D19D16D13D10

構造関係共通図（配筋標準図）

20d

（ウ）耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず

SD295

３．国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」

SD295

SD295

GA

溶融亜鉛めっき鋼版

VU RS

つば付き鋼管（黒管）

▽▽

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

20d（余長）

（注）１．Ｌ　，Ｌ　：２．から４．まで以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

　　　　　　　　 これを受ける小梁は除く。なお、（　　）は片持小梁及び片持スラブの場合を示す。

　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に 5d を加えたものとする。

　　　５．フックあり定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。

　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。３ｈ

(25d以上)(25d以上)

２

　　　３．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及び

　　　２．Ｌ　，Ｌ　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。２ｈ

１ｈ１

30，33，36

24，27 45d 40d

50d 40d

30d 25d

35d 30d

35d 30d

40d

21

SD390

35d

２．90°未満の折曲げの内法直径は特記による。

4d 以上

    余長は 4d 以上とする。

１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、

（幅止め筋）

及び

  135°

  90°

３

d

D

ｂＬ 

SGP（白管）

硬質塩化ビニル管

SD295、SD345

　　      また、中間部での折曲げは行わない。

　　　４．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。

構造関係共通図（配筋標準図1）

重 ね 継 手

溶 接 継 手

機械式継手

ガス圧接継手

A1 1/***

A3 1/***



工事名称

図面内容 建築構造
縮尺 図面

図面

改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

25027
区分

番号

審 査承 認 検 図 特　　記製 図

TEL048-789-6033

ＫＵＪＩ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ ＳＴＵＤＩＯ

埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27

埼玉事務所
第323324号

　　埼玉県知事登録（１）

第11789号

　　一級建築士事務所

　 一級建築士登録

 千葉　聡

 株式

 会社

加須市立新保育所新築工事

S-05

連続小梁の場合は、図7.10による。

（１）小梁主筋の継手、定着及び余長

図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

Ｌｂ

ｈＬ３

Ｌ (定着)２

 0

/12 07

 0

 0 /2

 0 /2  0 /4 0 /4

 0 /4 0 /4 0 /4 0 /6

 0 /2  0 /4 0 /4

15d(余長）15d(余長)

20d(余長)20d(余長)

15d(余長)15d(余長)

連続端

連続端

20d(余長)20d(余長）

外端

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

Ｌ２

7.3　小梁

一般の梁は、図7.9による。

（５）腹筋及び幅止め筋

（ウ）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。

（イ）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。

（ア）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。

（４）あばら筋の割付け

図7.5.2　副あばら筋組立の形

⑦⑥⑤

（ア）形は、図7.5.1 ① とする。

ただし、L形梁またはT形梁の場合は ⑦ とすることができる。

（ア）形は、図7.5.2 ⑤ または ⑥ とする。

（３）副あばら筋組立の形及びフックの位置

④③②①

（ｃ）③の場合は床版の付く側を 90゜折曲げとする。

（ｂ）②の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。

（ａ）①の場合は交互とする。

図7.5.1　あばら筋組立の形

（イ）フックの位置

　　　ただし、L形梁の場合は、② または ③、T形梁の場合は ② ～ ④ とすることができる。

（２）あばら筋組立の形及びフックの位置

（ウ）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

　　　ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは設計図による。

（イ）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。

（ア）あばら筋の種類、径及び間隔は、設計図による。

（１）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

二段筋

二段筋

（４）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。

図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

Ｌ２

Ｌ２Ｌ２

Ｌ２Ｌ２

Ｌ２

（３）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。

（カ）段違い梁は、図7.2による。

（オ）梁にハンチをつける場合、その傾斜は設計図による。

（エ）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

　　　なお、定着の方法は3(2)(\U+FF72)による。

（イ）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。

（ア）打増し部分に、壁、梁及びスラブ等がとりつく場合は、壁、梁及びスラブ筋等の定着長さには、

（２）柱打増し部

２　　　ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、設計図による。

（イ）継手、定着及び余長は、図6.1による。

（ア）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下とする。

（１）一般事項

副あばら筋が取り付く場合

ｈ
Ｌ

１

一般の場合

d

≧
8d

重ね継手とする場合

打継ぎ面
コンクリートｈ

Ｌ
１

（２）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は設計図による。

      また、副あばら筋組立の形及びフックの位置は7.2(3)による。

図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

      ことができる。

　　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5による

（イ）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(2)による。

（ア）あばら筋の径および間隔は、設計図による。

（１）一般事項

（４）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。

二段筋

二段筋

≧4d

≧6d

≧6d

≧8d

図7.8　あばら筋の割付け（その３）

図7.6　あばら筋の割付け（その１）

　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

・ 
・ ＝30・ 

・ 

Ｄ

≦P＠

＝30 P＠

図7.7　あばら筋の割付け（その２）

　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

≦P＠
P＠ P＠

≦P＠≦P＠
P＠

Ｄ

　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

Ｄ

 0 /4

P'＠

 0

 0 /4

≦P'＠P'＠P＠

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

幅止め筋

2-D10

腹筋
Ｄ

≧8d

≧6d

≧8d

≧6d

≧8d

d

図7.9　腹筋および幅止め筋

２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とする。　
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5.2　基礎梁のあばら筋等

7.2　あばら筋等

　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　４．破線は、柱内定着を示す。

　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すことができる。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）には、フックを付ける。
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　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）には、フックを付ける。
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１サイズ太い鉄筋又は同径

吊上げ筋は、あばら筋より

の鉄筋を束ねたものとする。

D≦100柱

梁 梁

図7.2　段違い梁

　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。

　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。

　　　　上端筋：曲げ降ろす

図7.1　梁主筋の梁内定着

　　　打増し部分を含まない。

打増し厚さ10mm

6.2　帯筋

図6.2　柱打増し部

打増し厚さ10mm

GL

FL

　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。

　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。

　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合には、フックを付ける。

図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長
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6.1　柱

図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）

：継手の好ましい位置

 ガス圧接を例で示す

 0

 0 /4 0 /2 0 /4

：継手の好ましい位置

図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

（耐圧スラブがつく場合を含む）
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（１）帯筋の種類及び間隔は、設計図による。

（４）帯筋の割付けは図6.4とし、それ以外の場合は設計図による。

（３）フック及び継手の位置は交互とする。

　　　　　する範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。

２

１

１

　　　　　２．図中のP ＠　、P ＠は、特記された帯筋の間隔を示す。

　　　（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠と
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帯筋は，1サイズ太い鉄筋又は
同径の鉄筋を束ねたものとする。

上下の柱断面寸法が異なる場合，
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（注）③Ｗ－Ⅱ形、④Ｗ－Ⅲ形は耐震改修工事のみ

図6.3　帯筋組立の形
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（ウ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。

（イ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面重ねアーク溶接の場合は 5d 以上、片面重ねアーク溶接の場合は10d 以上とする。

Ｌ２

梁梁

柱

　　　本数が異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着する。

（ウ）梁筋は、連続端で柱に接する梁の主筋が、同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の

（イ）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。

（ア）継手中心位置は、次による。

（２）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

（ウ）打増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、打増し部分を含まない。

（イ）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は設計図による。

（ア）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。

（１）一般事項

7.1　大梁

　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内

　　　上端筋：中央 　o/2以内

図6.4　帯筋の割付け

（３）あばら筋の割付けは、7.2(4)による。

（２）帯筋組立の形は図6.3により、適用は構造図による。構造図に記載がなければ次による。

（ア）形は、図6.3①とする。

　　　ただし、Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

（ロ） （ハ）

構造関係共通図（配筋標準図2）

A1 1/***

A3 1/***
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（１）一般事項

8.1　壁

（イ）先端に小梁がある場合は、図7.13による。

（注）１．図示のない場合は、（ア）による。

（２）あばら筋は、7.2による。

図7.13　片持梁主筋の定着

　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。
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（ア）先端に小梁のない場合は、図7.12による。

（１）片持梁主筋の定着及び余長

図7.12　片持梁主筋の定着及び余長

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。
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（３）あばら筋は、7.2による。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

直交する梁へ斜めに定着する場合
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（４）スラブの配筋（S形配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、設計図による。

（３）土間コンクリート補強筋(D0）の配筋及びコンクリート厚さは設計図による。

（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は設計図による。

（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。
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9.1　スラブ

表9.1　S形配筋

（１）片持スラブの配筋（CS形配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別及びスラブ厚さは、設計図による。
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プレキャストコンクリート部材とする場合の躯体への接続方法は、設計図による。

片持スラブは、プレキャストコンクリート部材又は現場打ちコンクリート部材とする。

片持スラブの配筋は、次による。

表9.2　CS形配筋
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9.2　片持スラブ

図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

耐圧スラブの場合
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図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）
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受け筋 (D13)

受け筋 (D13)

　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。

（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。

１（６）原則として引き通し、鉄筋の重ね継手長さはＬ　とする。

（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

短辺方向（主筋）

長辺方向（配力筋）

図9.1　スラブの配筋

柱大梁柱

短辺方向

小
梁

大
梁

長
辺

方
向

柱 柱

（イ）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。

（ア）耐力壁を除く壁開口部の補強筋は、A形は表8.3、B形は表8.4とし、適用は構造図による。

（１）壁開口部の補強

表8.4　壁開口部補強筋（B形）

2-D13W18，W20 4-D13

1-D13W12，W15 2-D13

斜め縦横
壁の種別

補強筋

表8.3　壁開口部補強筋（A形）

2-D13W18，W20 2-D13

1-D131-D13W12，W15

縦横 斜め
壁の種別

補強筋

　　　なお、耐力壁の補強筋は、構造図による。

１Ｌ

開口
１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ
図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ

（２）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、設計図による。

図8.2　壁の交差部及び端部の配筋

外壁の端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）
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（５）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。

（４）土圧を受ける壁の配筋は、設計図による。

(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。
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表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋

(表10.1)
縦筋及び横筋種別
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KA3

KA1
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種別　　　　

階段の配筋　

(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。
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（３）片持スラブ形階段を受ける壁の配筋は表8.2により、種別は設計図による。
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KW2

種別 縦筋及び横筋 断面図　　（mm）

表8.1　壁の配筋

（２）壁の配筋は表8.1により、種別は設計図による。

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図9.4　片持スラブの配筋（ CS11 からCS15 ）

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図9.5　片持スラブの配筋（CS16及びCS17）

（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。

（ア）出隅部の補強筋は設計図により、配筋方法は、図9.7による。

（イ）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は設計図による。

（３）出隅部

図9.6　先端に壁が付く場合の配筋
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図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋
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Ｌ

先端部補強筋

2-D13

≦600
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Ｌ
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（段差あり）
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３

Ｌ
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Ｌ

１

出隅部分の補強筋

２

一般スラブ配力筋

３Ｌ

Ｌ１ /2１ 出隅部

 /2

２
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出隅受け部

１

8.2　一般壁の補強

交差部（水平断面）

構造関係共通図（配筋標準図3） S-06

A1 1/***

A3 1/***



工事名称

図面内容 建築構造
縮尺 図面

図面

改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

25027
区分

番号

審 査承 認 検 図 特　　記製 図

TEL048-789-6033

ＫＵＪＩ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ ＳＴＵＤＩＯ

埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27

埼玉事務所
第323324号

　　埼玉県知事登録（１）

第11789号

　　一級建築士事務所

　 一級建築士登録

 千葉　聡

 株式

 会社

加須市立新保育所新築工事

Ｌ２

9.3　スラブ等の補強

（２）屋根スラブの補強

　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋を上端筋の下側に配置する。

（イ）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより\U+FF64開口部

　　　鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に配筋する。

スラブ開口部の補強方法は、設計図による。設計図になければ、(ア)(イ)による。

（ア）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と同量の

（１）スラブ開口部の補強

　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

図9.8　スラブ開口部の補強配筋

Ｌ
１

Ｌ
１

２
ｎ １

(   )本

２
ｎ ２

(   )本

ｎ 本２

ｎ 本１

Ｌ１

Ｌ
１

１

片持スラブ形階段の配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、設計図による。

ｔ：スラブ厚さ

t

t

表10.1　片持スラブ形階段の配筋

配筋図 D13

2-D13

t

t

D10-300@

D13

D13

2-D13

D13

D10-300@

D10-300@

D13

D13

t

D10-300@

D10-300@

KA3 KA4

KA2

配筋種別

配筋図

KA1配筋種別

t

D10-300@

10.1　片持スラブ形階段

（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

MH7 4-2-D19

4-2-D13 2-6φ-100@

MH6 4-2-D16

MH5 4-2-D16

MH4 2-2-D134-2-D13 2-6φ-100@

MH3 2-2-D13

MH2 2-2-D13

2-2-D13 なし

MH1 なし

種別
配筋図縦筋斜め筋 溶接金網

配筋

5－D10（　=1,500）

5－D10（　=1,500）

（注）ａ≦300の場合

図9.10　打継ぎ補強配筋

Ｌ
２

ａ

Ｌ
３

Ｌ
２

Ｌ２

Ｌ２

D13

端部

同材質，同間隔

スラブ筋と同径，

D13ａ

中間部

（３）土間スラブの打継ぎ補強

  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブで S形の配筋によるものをいう。

　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。

（注）ａ≦300の場合

Ｌ
２

ａ

Ｌ
２

ａ

図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

Ｌ２Ｌ２

び間隔に合わせる

D13

端部

補強筋の鉄筋径及

土間コンクリート

D13

中間部

（４）土間コンクリートの補強

　　  土間コンクリートの補強筋は、設計図による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。

（注）１．壁配筋は、8.1(3)による。

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
３

Ｌ
２

３　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。

　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3

　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着

二辺固定スラブ形階段の配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、設計図による。

表10.2　二辺固定スラブ形配筋

D13-200@

D13-150@

D13-100@

    D13,D16-150@

D16-150@

D16-125@

D16-100@KB7

KB6

KB5

KB4

KB3

KB1

KB2

配筋種別 上端筋、下端筋とも（全域）

プレキャストコンクリート部材とする場合の躯体への接続方法は設計図による。

二辺固定スラブ形階段は、プレキャストコンクリート部材又は現場打ちコンクリート部材とする。

10.2　二辺固定スラブ形階段

 0

ｔ：スラブ厚さ

図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

２Ｌ  0

ｂＬ t
D10-200@

D13

150３Ｌ  D10

D10

t

D10
Ｌ２

Ｌ２

ｔ：スラブ厚さ

２Ｌ

２Ｌ

D10-300@

D13

D10-200@

Ｌ２

ｂＬ

Ｌ３t

図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

Ｌ２

 0

150
ｂＬ

２Ｌ

Ｌ３

t

D10

D10-300@

３Ｌ

11.1　梁貫通孔

（１）梁貫通孔は、次による。

(ア)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。

(イ)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。

(ウ)  孔の上下方向の位置は、梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりD/3（ Dは梁せい）

　　  の範囲には設けてはならない。

(エ)  孔は、柱面から原則として、1.5D 以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

(オ)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の 3倍以上とする。

(カ)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

(キ)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.2による。

斜め筋

横筋

縦筋

あばら筋

下縦筋

横筋

斜め筋

上縦筋

Ｈ形

上縦筋

下縦筋

あばら筋

縦筋

D

斜め筋 縦筋

突出し 余長

D/2

突き合せ溶接

リング筋

リング筋

溶接金網

あばら筋

斜め筋 あばら筋

突出し

余長
かぶり

貫通孔外径

かぶり
余長

突出し

縦筋

溶接金網

表11.1　H形配筋

（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

3-2-D132-2-D134-2-D13

2-2-D13 2-2-D132-2-D13

4-2-D22

4-2-D19

4-2-D16

H7

4-2-D13

4-2-D16

H6

H5

H4

H3

配筋図上下縦筋横筋縦筋

なしなし

2-2-D13

なし

H2

H1

種別
斜め筋

2-2-D13

配筋

図11.3 他の開孔を設けない範囲

Ｄ

45゜45゜

図11.2　補強筋の定着長さ

Ｌ
１

Ｌ１

Ｌ１

図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等

MH形及びM形

12　擁壁

宅地造成等規制区域外での高さ2ｍ以下の擁壁の鉄筋の定着長さは図12により、コンクリートの厚さ

図12　擁壁の鉄筋の定着長さ

及び配筋は構造図による。

Ｌ３

逆Ｔ型

Ｌ２

Ｌ 型

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

（イ）配筋は、図11.4による。

（ア）控壁の配置は、設計図による。

（１）控壁は、次による。

11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い

t

コンクリートブロック帳壁

D16

D10-200@D10

Ｌ
２

２
Ｌ

D13

（２）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.5による。

図11.4　控壁の配筋（水平、垂直とも）

コンクリートブロック帳壁

D10 D10-200@

コンクリートの厚さ

800

図11.5　壁付き土間コンクリートの補強配筋

11.3　パラペット

パラペットの先端補強筋は図11.6により、コンクリート厚さ及び配筋は構造図による。

図11.6　パラペットの先端補強筋

２

2-D13

先端補強筋

2-D13

Ｌ Ｌ
２

先端補強筋

4-D13

2-D13

先端補強筋

2-D13

（２）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.2により、配筋種別は設計図による。

表11.2　MH形配筋

(ク)  溶接金網の余長は、1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

(ケ)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。

      なお、リング節は、溶接金網に 4箇所以上溶接する。

(コ)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

(サ)  他の開孔を設けない範囲は、図11.3による。

土間コンクリート補強筋

D10 

Ｌ２

２Ｌ

構造関係共通図（配筋標準図4） S-07

A1 1/***

A3 1/***
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合せ梁の接合方法鉄筋接合部孔加工基準 注入孔・排出孔・水抜き孔

アンカー筋の基本仕様 鉄筋接合部シーリング面取り 排出確認用の孔 柱と梁のクリアランス梁貫通孔の位置及び大きさ 梁受金物取付下孔

桁行方向軸組図 スパン方向軸組図

伏　図

＜専門足場は仮設工事＞

２　繊維直角方向加力の配置要領

1

1 2 3 4 A B

2 3 4

A

B

ｅ２：１．５ｄ以上かつｒ／２以上
水平ブレース用

ｒ：３ｄ以上かつ６０以上

１２ ８．０

G=0

隅肉溶接（両面溶接　ｔ≦１２）

d.金物溶接要領

ｔ ｓ

４．５

６

９

３．５

６．０

４．０

柱 柱

Ｌ：ボルト埋込長（ボルト長さ－背板厚）

e.ドリフトピン・ラグスクリュー・ボルトの配置要領

※　梁の両面から打つラグスクリューが当たる時は、それぞれのレベルを変える

１　繊維方向加力の配置要領
ｄ：ボルト径

梁

＜伏図・軸組図の凡例＞

小梁・剛接合の場合

梁 梁

ｓ：Ｌ／ｄ＝２・・・・・３ｄ以上

　　Ｌ／ｄ≧６・・・・・５ｄ以上

　　２≦Ｌ／ｄ＜６・・・３ｄ～５ｄ以上

ただし、ｓの値が６０未満の時はｓ＝６０とする

梁 梁

2.2 ＬＶＬ

2.3 仕上

樹種
曲げヤング係数区分

使用区分
水平せん断性能

ＳＤ３４５

（ＪＩＳ　Ｇ　３１１２）
Ｄ２５

鉄 筋 径

a. 使用材料

Ｄ１９

材　　質

塗　　装

養生塗装（保護塗料 工場１回塗り）

表面仕上

プレーナー仕上

フェノール樹脂接着剤又は同等以上

※プレーナー仕上

ＬＶＬ（積層面のみ） 集成材（積層面・板目面）

c. 接着剤及び使用環境

接着剤

材　　質

B CA分類

b. 使用材料 材　　質

レゾルシノール系樹脂接着剤大・中断面

Ｅ６５－Ｆ２５５

接着剤

c. 接着剤及び使用環境

断面寸法

同一等級構成集成材（材面品質２種）
使用区分

Ｅ１２０－Ｆ３７５

Ｅ１０５－Ｆ３４５

使用環境(JAS規格)

樹種

対称異等級構成集成材（材面品質２種）

Ｅ６５－Ｆ２２５

b. 使用材料

使用区分

Ｅ１２０－Ｆ３３０

材　　質
樹種

b. 建方に先立ち、必要な施工図とともに施工計画書を作成し、監督員の承認を受ける。

a. 構造用集成材の品質は、「集成材の日本農林規格」（初版：昭和４９年７月８日農林省告示第６０１号、

1.1 適用範囲

1.2 一般事項

本基準図は、柱・梁部材に構造用集成材および構造用単板積層材（ＬＶＬ）を使用し、柱・梁を鉄筋により

1. 共通事項

2. 部材の品質

3. 鉄筋接合部共通事項

アンカー筋及びセットは

土間コン天端

設計ＧＬ

柱下端

例１:基礎梁天端が、柱下端-30のとき

Lg3=500mm

例２:基礎梁よりRC柱型が300mm立ち上がるとき、

Lg3=800mm(300+500)

例３:基礎梁よりRC柱型が500mm立ち上がるとき、

Lg3=1000mm(500+500)

例４:基礎梁よりRC柱型が800mm立ち上がるとき、

Lg3=1000mm(40d)

例５:基礎梁よりRC柱型が1000mm立ち上がるとき、

Lg3=1000mm(40d)

基礎梁に定着長さL=500mmを確保するため、

RC柱型立ち上がりが、500mmまでは、

500mmをこえるときは、40dとする。

立ち上がり寸法+500mmとし、
5mm４面平面取り 　5mm

　 各々相手の梁に12φ～20φ、L=30～50の

※ 左右の梁の鉄筋が通し筋にならない時は、

5mm

170mm≦

Ｂ部詳細図Ｂ部

30°未満 梁

４面平面取り
梁

＜170mm

3mm

部材幅

梁

ハッチング部の部材を、設ける事とする

隣合う部材が、30°未満で接合する場合は、

柱

梁

　 排出確認用の孔をあける

Ｃ部詳細図

基礎コンクリート

＜隣合う部材が鋭角に接合する時＞

柱

Ｃ部

柱

梁
梁

170mm≦
柱

＜170mm部材幅

※ 鉄筋接合部はエポキシ樹脂を充填するため

　 シーリングをして樹脂漏れを防ぐ

梁

排出確認用孔

12φ～20φ

排出確認用孔

12φ～20φ
梁

柱

間柱：柱頭は3ｍｍ・柱脚は0ｍｍ

間

梁

柱

梁

柱 柱
柱
間 柱

＜梁が単材の場合＞　3ｍｍ ＜梁が複合材の場合＞　5ｍｍ

梁

つづり筋

２本貫通

合せ梁

＜柱（アンカー部）＞

※ 注入孔は基本的に板目面につける

※ 柱 アンカー筋 １本に対し 上端と下端 各１ヶ所

D25 :φ=36～46ｍｍ

　 但し、アンカー筋が多い場合には積層面につけるのも可

D19 :φ=29～39ｍｍ

アンカー筋孔
柱

RC基礎梁への定着長さLg(3)について

＜アンカー筋及びセットは鉄筋・コンクリート工事＞ （要構造検討）

柱下端のレベル調整は

コンクリート・左官工事とする

鉄筋・コンクリート工事とする

JO
IN

T

φ：貫通孔径の寸法(φ≦D／4、MAX=150φ)Lo：梁長さD：梁せい

A B C

使用環境(JAS規格)

柱

梁

梁

梁

レベル調整治具 レベル調整治具

レベル調整治具

キャンバー

キャンバー

2-M12 長さ75 ラグスクリュー

下穴 9φ

2-M12 長さ75 ラグスクリュー

下穴 9φ
※ 柱面に梁下端のけがき線を入れる事

柱

柱

斜梁

木栓

＜梁端部・木栓長さ＞ ＜梁中間部＞ ＜梁合掌部＞ （工場又は現場地組みの場合） ＜間柱柱頭部＞ ＜注入孔・排出孔＞

梁端部・梁中間部用

梁合掌部用

＜水抜き孔・注入 兼 水抜き孔・水抜き 兼 確認孔＞

梁用

柱用

鉄筋孔

木栓

注入 兼 水抜き孔

水抜き 兼 確認孔

排出孔

排出孔

鉄筋孔
排出孔

排出孔

水抜き 兼 確認孔

注入 兼 水抜き孔

注入孔

注入孔

鉄筋孔
排出孔

排出孔

水抜き 兼 確認孔

鉄筋孔

排出孔

排出孔

水抜き 兼 確認孔

注入 兼 水抜き孔

注入孔 ６φ

鉄筋孔 排出孔 ６φ

鉄筋孔

注入孔・排出孔 6φ

鉄筋孔

注入孔・排出孔 ６φ

注入孔・排出孔 10φ

水抜き孔・注入 兼 水抜き孔 

鉄筋孔

水抜き 兼 確認孔 ６φ

鉄筋孔

木栓長さ：柱断面＞３００の場合３０ｍｍ・柱断面≦３００の場合１５ｍｍ ※ 注入機により圧入
　上端と下端 各１ヶ所

※ 間柱鉄筋孔 １本に対し ※ 部材は横置きにして、地組み作業 ※ 水抜き孔は下向きにする事

1

2

2

1

1 1

2 2

梁

梁梁 梁

梁

間柱

梁 梁

斜梁

柱

梁梁

柱

梁

柱

トルシア形（Ｓ１０Ｔ）

JIS形（Ｆ１０Ｔ）高力ボルト

Ｍ２２

Ｍ２４

Ｍ２０

Ｍ１６

Ｍ１２

ＪＳＳ　　０９

・取付部分の位置

・部材の長さ、幅、せい・穴の間隔ずれ（個別）

・穴の間隔ずれ（全体）

溶融亜鉛メッキ（Ｆ８Ｔ）

2.1 構造用集成材

6.設計条件

（単位：Ｎ／ｍ ）小梁・スラブ用

c. 地震地域係数

e. 積載荷重

d. 燃え代

a. 積雪荷重

b. 速度圧

柱・大梁用 地震用

（長期・短期）

２

２

c. 建入れ直し用フック筋及びセットは鉄筋・コンクリート工事とする。

a. アンカー筋及びセットは鉄筋・コンクリート工事とする。

7.その他

・穴の間隔ずれ

・穴の芯ずれ

・穴の深さ

・直角度

・柱断面

・長さ

・柱断面

・梁断面

・直角度

・穴の深さ

・穴の間隔ずれ

・穴の芯ずれ

・梁断面

・穴径の誤差

ａ.　構造用集成材 ｂ.　 ＬＶＬ

8.部材の加工精度

鉄筋 鉄筋

ボルト・ドリフトピン

・長さ

ＪＩＳ H ８６１０ （電気亜鉛メッキ）

ＪＩＳ H ８６４１ （溶融亜鉛メッキ）
ドリフトピン

ラグスクリュー

１３φ

ボルト
Ｍ１６

Ｍ１２

Ｍ２４

Ｍ２０

ラグスクリュー

１３φ

Ｍ２０

Ｍ１２

Ｍ２０

Ｍ１６

１３φ

１８φ

２６φ

２２φ

２０φ

金物孔径

ドリフトピン

１３φ

種　別

Ｍ１２

Ｍ１６ 特記による

１２φ

木材孔径

１６φ

c.ボルト等の孔径・長さ (下表は製作金物のみとし、標準金物は基準図No.2による)

ＪＩＳ H ８６４１ （溶融亜鉛メッキ）

無塗装（トルシア形・JIS形）

高力ボルト

接合により異なる

下孔：

M20- 径20φ　L=打込長ｘ40％ + 径16φ L=打込長×60%

M16- 径16φ　L=打込長ｘ40％ + 径12φ L=打込長×60%

M12- 径9φ　L=打込長

長さ

ＪＩＳ H ８６４１ （溶融亜鉛メッキ）

ＪＩＳ H ８６１０ （電気亜鉛メッキ）

ＪＩＳ H ８６４１ （溶融亜鉛メッキ）
スプリングワッシャー

ＪＩＳ H ８６１０ （電気亜鉛メッキ）
木用丸座金

ＪＩＳ K ５６７４ （鉛・クロムフリー錆止め）

ＪＩＳ H ８６４１ （溶融亜鉛メッキ）
ターンバックル付ブレース

ボルト・ナット

・穴径の誤差

ｃ.  接合金物

ボルト・ドリフトピン

専門足場の例

±３ｍｍ以内

幅：±３ｍｍ以内、せい：±５ｍｍ以内

±５ｍｍ以内

幅・せい：±３ｍｍ以内

±２ｍｍ以内

±２ｍｍ以内

＋５ｍｍ以内

：＋2ｍｍ以内

：±０ｍｍ

±３ｍｍ以内

幅：±５ｍｍ以内、せい：±３ｍｍ以内

－３ｍｍ～＋６ｍｍ以内

幅・せい：±３ｍｍ以内

±２ｍｍ以内

±２ｍｍ以内

＋５ｍｍ以内

：＋２ｍｍ以内

：±０ｍｍ

±２.０ｍｍ以内

±３.０ｍｍ以内

－１．０ｍｍ～＋１．５ｍｍ

－２．０ｍｍ～＋３．０ｍｍ

５５Ｖ－４７Ｈ

５０Ｖ－４３Ｈ

４０Ｖ－３４Ｈ

３５Ｖ－３０Ｈ

a. ＬＶＬの品質は、「構造用単板積層材の日本農林規格」（初版：昭和63年農林水産省告示第１４４３号、

ＪＩＳ H ８６４１ （溶融亜鉛メッキ）

ＪＩＳ H ８６１０ （電気亜鉛メッキ）

ＪＩＳ H ８６１０ （電気亜鉛メッキ）

ＪＩＳ H ８６４１ （溶融亜鉛メッキ）

１７．５φ

２１．５φ

１７．５φ

２１．５φ

１７．５φ

２１．５φ

２５．５φ

 　最終改正：令和元年農林水産省告示第475号）による。

 　最終改正：令和2年農林水産省告示第1062号）による。

２

１００Ｅ－３７５Ｆ

６０Ｅ－２２５Ｆ

７０Ｅ－２６０Ｆ

１２０Ｅ－３８５ＦＨＶ

ＨＶ

ＨＶ

ＨＶ

b.防錆処理

ＪＩＳ K ５６７４ （鉛・クロムフリー錆止め）

種　別 防錆処理 仕　様

プレート

ＪＩＳ H ８６１０ （電気亜鉛メッキ）

２回塗

２回塗

a. 構造用集成材やＬＶＬの製作にあたっては、製作要領書を作成し監理者の承認を受ける。

ＪＩＳ H ８６４１ （溶融亜鉛メッキ）

排出孔 10φ

注入 兼 水抜き孔

6φ

水抜き孔・注入 兼 水抜き孔 

水抜き 兼 確認孔 ６φ

ＲＣ柱脚

梁

排出孔 ６φ

注入孔 ６φ

c. 建方終了後速やかに建方記録を作成し、監督員に提出する。

d. 本工法の施工の際して、建築技能大工技能士の資格は求めないものとする。

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ１２

ＪＩＳ Ａ ５５４１

ＪＩＳ Ａ ５５４０
ターンバックル付ブレース

Ｍ２０

Ｍ１６

Ｍ１２

ＪＩＳ B １２５１

Ｍ１２用:ｔ=3.2φ=38

Ｍ２０用:ｔ=6.0φ=55

Ｍ１６用:ｔ=4.5φ=48木用丸座金 ＪＩＳ Ｇ ３１３１（SPHC）

ＪＩＳ Ｇ ３１０１（SS400同等品）

ＪＩＳ Ｂ １１８６

c. 接合鉄筋の配置と埋込長

基礎
柱

≧
１００Ｅ １００Ｅ

柱

梁
ｐ

ｅ3

≧３．０ｄ

≧５０

≧３．０ｄ～４．０ｄ

≧５０

Ｅ１０５

≧５０+１．５ｄ

ｅ2

ｅ1

≧１．５ｄ

≧１．５ｄ

Ｅ

Ｅ１０５
＜

≧１．５ｄ～２．０ｄ

≧２．０ｄ

≧５０＋２．０ｄ

梁 ｄ　：異形鉄筋の呼び名

原則下記の通りとする

ｅ  ：鉄筋のへりあき

Ｌｇ：鉄筋の埋込長

一般の接合部

２５ｍｍ

３２ｍｍ

Ｄ１９ ２１ｍｍ

Ｄ２５ ２８ｍｍ

b.鉄筋径と孔径の関係は下記による。

呼び名 最外径

２９～３９ｍｍ

３６～４６ｍｍ

柱脚接合部

孔径

繊維方向（柱・梁）：Ｌｇ（１）

繊維直角方向（柱）：Ｌｇ（２） ≧２００ｍｍ

≧５００ｍｍ≧５００ｍｍ

１００Ｅ

Ｅ１０５
＜

≧２０ｄ

≧

≧３００ｍｍ

１００Ｅ

Ｅ１０５

基礎　　　　　　　：Ｌｇ（３）

≧２００ｍｍ

4. エポキシ樹脂管理圧縮強度

4.1 仮設材取外しエポキシ圧縮強度

4.2 最終エポキシ圧縮強度

35　N/mm  以上 ２

２50　N/mm  以上

ａ.使用材料

ドリフトピン

種　別

プレート

Ｍ２０

Ｍ１２

Ｍ２０

Ｍ１６

呼び径・種類

ＳＳ４００

Ｍ１２

Ｍ１６

5. 金物共通事項

規　格

ＪＩＳ Ｇ ３１０１（SS400）

下表の規格（同等品）以上とする。

ボルト・ナット

Ｍ２４

Ｍ２０

Ｍ１６

Ｍ１２

ラグスクリュー（コーチスクリュー）

ＪＩＳ Ｇ 3101（SS400同等品）、ＪＩＳ Ｇ 3191

ＪＩＳ Ｇ ３１０１（SS400）

ＪＩＳ Ｇ ３１３８（SNR400B,SNR490B）

ＪＩＳ Ｇ ３５０７（SWRCH10R～17R）

強度区分4.6または4Tに適合する炭素鋼

形状は製造者団体規格またはＤＩＮ規格に準じる

ＪＩＳ B １１８０、ＪＩＳ B １１８１

ＪＩＳ G ３１０１（SS400）

ＪＩＳ Ｇ ３５０５（SWRM8～12）

ＪＩＳ Ｇ ３５０５（SWRM8～12）

ＪＩＳ Ｇ ３５０７-１（SWRCH8～12）

ＨＯＷＴＥＣ　Ｚマーク表示品

ＨＯＷＴＥＣ　Ｚマーク表示品

強度区分4.6または4Tに適合する炭素鋼

強度区分4.6または4Tに適合する炭素鋼

大梁・ピン接合の場合

（鉄筋ダボ接合の場合）

小梁・ピン接合の場合

b. 専門足場は仮設工事の範囲（本工法工事外） とする。

d. 垂木及び垂木掛け・根太及び根太掛けは木工事（本工法工事外）とする。

柱・梁の面取り

※ 既 製 金 物 の 使 用 材 料 、 規 格 、 防 錆 処 理 は メ ー カ ー に 準 ず る も の と す る 。

※既製金物の使用材料、規格、防錆処理はメーカーに準ずるものとする。

※ 木 造 用 製 作 金 物 は 、 特 記 仕 様 書 の 鉄 骨 製 作 工 場 加 工 能 力 等 に つ い て 適 用 し な い も の と す る 。

※木造用製作金物は、特記仕様書の鉄骨製作工場加工能力等について適用しないものとする。

Ｅ１０５－Ｆ３００

スプリングワッシャー

板厚(mm)

3.2以上

1.6以上

６以上

記号又は等級

ＨＤＺＴ７７

ＨＤＺＴ６３

ＨＤＺＴ４９

ＨＤＺＴ４９

ＨＤＺＴ４９

ＨＤＺＴ４９

ＨＤＺＴ４９

ＨＤＺＴ４９

ＨＤＺＴ４９

ＨＤＺＴ４９

３０　ｃｍ ２０　Ｎ／ｍ ・ｃｍ

q= １０７０ N/m Vo＝３２　m／sec 地表面粗度区分　Ⅲ

Ｚ＝１．０ Ｉ＝１．００

８５０ ６００ ４００

剛接合した木質ラーメン構造による建築物を対象とする。

※　製材品等の工事については、適用範囲外とする。

スギ

スギ

間柱・梁

柱

火打ち

工事名称

図面内容 建築構造
縮尺 図面

図面

改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

25027
区分

番号

審 査承 認 検 図 特　　記製 図

TEL048-789-6033

ＫＵＪＩ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ ＳＴＵＤＩＯ

埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27

埼玉事務所
第323324号

　　埼玉県知事登録（１）

第11789号

　　一級建築士事務所

　 一級建築士登録

 千葉　聡

 株式

 会社

加須市立新保育所新築工事

S-08

35　mm

木質２方向ラーメン構造　基準図

A1 1/***

A3 1/***木質２方向ラーメン基準図



加須市立新保育所新築工事

 会社

 株式

 千葉　聡

　 一級建築士登録

　　一級建築士事務所

第11789号

　　埼玉県知事登録（１）

第323324号

埼玉事務所
埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27

ＳＴＵＤＩＯＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳＫＵＪＩ

TEL048-789-6033

製 図 特　　記検 図承 認 審 査

番号

区分

25027

業務番号改訂内容改訂番号 改訂月日

図面

図面縮尺
建築構造図面内容

工事名称

Ap（㎡）

1Dp

 裏当金具

45°

 裏当金具

45°

フィラープレート

D
p/

4

D
p/

2

2
Dp

以
上

くい部材

トップ・プレート

継手ボルト（F10T/S10T）

ベース・プレート

▼設計 G.L

柱部材

▼継手レベル

トップ・プレート継手ボルト

仮設ボルト孔

ベース・プレート

※ボルト長さはレベル誤差を考慮

          ※掘進が困難と想定される地盤では掘削刃付きタイプを使用する。

 裏当金具

くい径 Dp（mm）

Dw（mm）

114.3

0.0514

256.9

139.8

0.0780

314.7

165.2

0.1089

372.3

190.7

0.1562

446.0

216.3

0.1993

503.7

267.4

0.2884

606.0

318.5

0.4058

729.9

355.6

0.4228

745.0

400.0

406.4

0.5105

818.6

砂
質

地
盤

（
礫

質
地

盤
含

む
）

粘
土

質
地

盤

【 回転貫入鋼管杭　ジー・エクスパイル 】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（GBRC性能証明第11-05号改2）

　　※　下表の推奨値は施工偏心を見込まない場合

　　　　※くい頭溶接の鉄筋は

　　　　　引抜き力だけを負担

　　　　　する

　　　　　　※ずれ止め、吊型

　　　　　　　枠を取付け後、

　　　　　　　くい頭補強筋を

　　　　　　　溶接する

ずれ止め

　　　　　　　　　　　　　　（特許第6660446号）

a.くい芯･逃芯墨出

b.建て込み
e.くいの接続

回転

回転埋設

孔あけドリル

溶接 溶接

1Dp

d.回転埋設 f.TPくいの接続
g.くいの回転埋設

h.埋設完了

i.プレート

孔あけ
c.固 定

▼支持層

▼地面

　施工

接続 接続

TP

　　　　　※　くい頭補強筋については別途検討が必要

埋設

　　　　　※　国住参建第2401号、2402号（令和3年12月20日）による基準強度の指定

中詰めコンクリート

くい頭補強筋

中詰めコンクリート

くい頭補強筋

中詰めコンクリート

中詰めコンクリート

くい頭補強筋

最大回転半径：R

【許容支持力および適用範囲】

１　件名

　　 G-ECSパイル工法

５　適用範囲 ３　継手

３　くい材から決まる許容支持力

４　引抜き方向の短期支持力

【施工管理方法】

【くい頭部の接合例  】

【くい芯間隔とへりあきの推奨値】

【 ECS-TP工法】

　　　　　　　　Ap=e･Ag

　　　　　　　　　 e ：有効率（くい径300mm未満で1.0、300mm以上で0.97）

　　　　　　　　　 Ag：基礎ぐい先端の実断面積（㎡）

　　　　　　Ns：基礎ぐい周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値（回）

　　　　　　Ls：基礎ぐい周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計（m）

　　　　　　qu：基礎ぐい周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値（kN/㎡）

　　　　　　Lc：基礎ぐい周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計（m）

　　　　　　ψ：基礎ぐいの周囲の長さ（m）

　　　基礎ぐい先端の有効断面積（Ap）、および等価円直径（Dw）

　　　　　　　　LNa=　　Ae(1-α1-α2）
　　　　　　　　　　 F

　　　　　　　　　　1.5

*

　　　　　ただし、

　　　　　　F　=F･（0.80+2.5･te/r）　　　（0.01≦te/r＜0.08）

　　　　　　F　=F　　　　　　　　　　　　（te/r≧0.08）

*

*

　　　　　ここで、

*

　　　　　　te：腐食しろを除いた鋼管の厚さ（mm）

　　　　　　r ：鋼管の半径（mm）

　　　　　　α1：長さ径比による低減率

　　　　　　　　 L＞100Dpの場合、α1=（L/Dp-100）/100

　　　　　　　　 L≦100Dpの場合、α1=0

　　　　1）くい材から決まる長期許容支持力

　　　　2）くい材から決まる短期許容支持力

　　　　　　　　SNa=1.5×LNa

　　　　　　　　tRa=　　κ･Nt･Atp+Wp
　　　　　　　　　　 2

　　　　　　　　　　 3

　　　　1）地盤から決まる引抜き方向の短期許容支持力

　　　　　ここで、

　　　　　　κ ：先端抵抗係数（砂質地盤（礫質地盤含む）　κ=56）

　　　　　　Nt ：基礎ぐいの先端付近（くい先端より上方に3Dwの範囲）の地盤の標準貫入試験による打撃

　　　　　　　　 回数（N値）の平均値（回）

　　　　　　Atp：基礎ぐいの先端の有効断面積（㎡）

　　　　　　Wp ：浮力を考慮したくいの有効自重（kN）

　　　　2)くい材から決まる引抜き方向の短期支持力

　　　　　　　　tNa=F･Ae

　　　　1）適用する地盤の種類

　　　　 a.くいの許容支持力（押込み方向）

　　1）溶接継手標準図

（上下で肉厚が同じ場合）　　　（肉厚が異なる場合）

　　　a.ロボット本体仕様

　　　　本体外形寸法：幅388mm、奥行120mm、

　　　　レール寸法：幅120mm、厚さ20mm

　　　　本体重量：約4.5kg

　　　b.溶接方法

　　　　セルフシールドアーク溶接

　　　c.適用くい径

　　　　Dp=165.2～406.4mm

　　　　　※上記数値は標準タイプの場合

　G-ECSパイル工法では、以下の管理方法により現場ごとの「支持層確認管理値」を決定し、くいの先端が確

　実に支持層に到達していることを確認して、打ち止め管理を行う。

　1）PR値

　 　G-ECSパイル工法は「PR値」により施工管理を行う（PR値：くい1回転あたりの地中への貫入量（mm））

　2）施工管理方法

　 a.本ぐいの施工に先立ち、地盤調査（標準貫入試験）位置または近傍にて試験ぐいの施工を行う。試験ぐ

　 　いでは、地表面からくい先端所定位置まで全長に亘り、深度・PR値・トルクを測定し、地盤調査資料と

　 　比較して整合性を検証する。このとき、地盤調査位置近傍に本ぐいがある場合には、これを試験ぐいと

　 　することができる。　　　※くい先端所定位置：設計上必要とされるN値の発現深度

　 b.試験ぐいに不整合が無ければ、試験ぐいの施工データと比較しながら本ぐいを3本施工し、支持層上端

　 　より1.0m上部（引抜き方向の支持力を負担するくいについては3Dwかつ1.0m上部）から試験ぐいと同一

　 c.試験ぐいを含めた管理値設定ぐい計4本について、支持層上端におけるPR値の平均値を求める。また、

　 　合わせてトルクの最小値を求める。

　 d.c.で求めた平均値の130%を当該現場における「支持層確認管理値」とする。また、トルクの最小値とバ

　 　ラつきの程度を考慮して打ち止め参考トルクを設定する。

　 e.本ぐいの施工時には、支持層上端と想定される深度より1.0m上部（引抜き方向の支持力を負担させるく

　 　管理値」以下となった深度を支持層上端とする。

　 f.支持層上端より1Dp以上くいを根入れし、打ち止めとする。根入れの時はくいを正転させ、打ち止める。

　 ※　PR値が「支持層確認管理値」以下となった後、根入れの際に施工トルクがくい体の短期許容ねじり強

　 　　さを超える場合、またはPR値が「支持層確認管理値」の30%以下となる場合には、1Dpの根入れと同等

　 　　として扱う。

　 g.くいの高止まり時の処置：打ち止め条件は満たしているが、貫入が困難な場合で支持層上端以深の地盤

　 　にN値の落ち込みがないことが確実な場合は、その位置で打ち止めとし、くい頭は地面で切断とする。

　 h.くい長不足の処置：打ち止め条件を満たさないくいは適宜継いで、「支持層確認管理値」以下になるま

　 　で施工する。ただし、最大施工深さを超える場合には、監理者・設計者と協議の上、指示による。

　4）管理値

　　 ECS-TP工法の水平方向施工管理許容値は±20mm以内、鉛直方向の施工管理許容値は0～-10mmとし、これ

　　 を超える場合は対処方法について監理者・設計者と協議を行うものとする。

　3）施工手順

　   a.～b. 逃げくいは、直角方向2か所設定する。基準は、地面に固定したもの（鉄板等）に印す。

　   f.～g. TPくい（上くい）に、TP治具を取付け、回転埋設する。

　   h.　　 G-ECSパイル工法打ち止め管理基準を満足していることを確認し、所定レベル0～-10mmで埋設

　   i.     テンプレートを用いてトップ・プレート上にボルト孔の墨出しを行い、位置再確認の後、ボル

　   　　   ト孔あけドリルにより施工する。

株式会社　三誠

　ECS-TP（エクス・ティーピー）工法とは、回転貫入鋼管杭として大臣認定を取得したG-ECSパイル工法を用

　いた、柱杭一体型の施工方法をいう

　1）ECS-TP工法標準図

　      　　完了とする。

　G-ECSパイル工法

　　認定番号　　　　　TACP-0585

　　認定書　　　　　　国住指第755号

　　性能評価書　　　　BCJ基評-FD0124-04

　G-ECSパイル工法

　（くい先端地盤：粘土質地盤）　（くい先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む））

　   c.～d. くいの位置を固定し、回転埋設を行う。

　   j.　　 レベル調整用フィラーを敷設し、柱の建方を行う（鉄骨建て入れ直しの前工程でくい頭周辺に

　   　　　 捨てコンクリートを打設しておくことが望ましい）。

　   e. 　　くいの接続を行う。

　　　　　　　　　　　　　　 （粘土質地盤　　　　　　　　κ=56）

　　　　　　　　　（砂質地盤　 10≦Nt≦60　Ntを算出する時の個々のN値は、

　　　　　　　　　（粘土質地盤  5≦Nt≦50　Ntを算出する時の個々のN値は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 N<2のときN=0、N>50のときN=50）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 N<5のときN=0、N>100のときN=100）

　　　　 　　　　　　　　　：粘土質地盤（φ267.4まで）

　　　a.φ139.8以下の場合 　　　b.φ165.2以上の場合

　 　の押圧力でPR値を測定する。

　　 いについては3Dwかつ1.0m上部）から試験ぐいと同一の押圧力でPR値・トルクを測定し、「支持層確認

　　　　　　　　　　　高さ236mm

　 ※　高止まり時の支持層上端より以深の地盤にN値の落ち込みが予想される場合には、くいに逆回転を与え

　 　　て引抜き、アースオーガ―等にて掘削して施工困難な層を打抜き後、再施工とする。アースオーガー

　 　　等による先行掘削は支持層上端の1.0m程度上部（引抜き方向の支持力を適用するくいについては3Dwか

　 　　つ1.0m上部）とする。

　　性能評価書　　　　BCJ基評-FD0178-01

　　　　　　α2：溶接継手による低減率（α2=0）

　　　　 　くいの周囲の地盤：砂質地盤、および粘土質地盤

　タイプA-1（引抜力を負担しないくいの場合） タイプA-2（引抜力を負担させるくいの場合）

　タイプB（仮想鉄筋コンクリート円柱）

　タイプC-1（ずれ止めを用いる場合） タイプC-2（くい頭補強筋とずれ止めを用いる場合）

　2）ECS-TP工法施工手順図

【国土交通省大臣認定、性能評価】

　　　　　　Ae ：腐食しろを除いた鋼管の断面積（mm ）　　　　　　F ：上記の式より計算した数値（N/mm ） 2

　　　　　　F ：設計基準強度（N/mm ）

2

2

　　　　 　くい先端地盤　　：砂質地盤　（礫質地盤含む）

部位 使用材料

基礎ぐいの軸部

JIS G 3475（1996）に定めるSTKN400W、STKN400B、及びSTKN490B

くい先端部の翼、
JIS G 3106（1999）に定めるSM400A、SM400B、SM400C、SM490A、SM490B、

JIS G 3101（1995）に定めるSS400

　及び組立版

キー材、及び
JIS G 3101（1995）に定めるSS400

　裏当て金具
JIS G 3106（1999）に定めるSM400A、SM400B、SM400C、SM490A、SM490B、

　　　　　　　　　　　　　SM490C、SM490YA、及びSM490YB

　　　　　　　　　　　　　SM490C、SM490YA、及びSM490YB

呼称 Dp

くい径

（mm）

間隔 A

くい芯

（mm）

114.3 114.3 440 140

139.8 139.8 540 150

165.2 165.2 640 175

190.7 190.7 760 210

216.3 216.3 850 240

267.4 267.4 1030 300

318.5 318.5 400

355.6 355.6 1300 400

400.0 400.0 1500 500

406.4 406.4 1500 500

B

へりあき

（mm）

くい径

Dp

（mm）

114.3

139.8

165.2

190.7

216.3

267.4

318.5

355.6

400.0

406.4

等価円

直径Dw

（mm）

有効断面積

Atp

（㎡）

適用

地盤

２　地盤の許容支持力

　　　　　（くい先端地盤：粘土質地盤　　　　　　　　BCJ基評-FD0178-01）

　　　　　（くい先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む）　TACP-0585）

　　　本工法により施工される基礎ぐいの許容支持力を定める際に求める長期並びに短期に生ずる力に対す

　　　る地盤の許容支持力

　　　　1）長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力（kN）

　　　　　　　　Ra=　　｛αNAp+(βNsLs+γquLc)ψ｝
　　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　　 3

　　　　2）短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力（kN）

　　　　　　　　Ra=　　｛αNAp+(βNsLs+γquLc)ψ｝
　　　　　　　　　　 2

　　　　　　　　　　 3

　　　　　ここで、

　　　　　　α：くい先端支持力係数（砂質地盤（礫質地盤含む）　α=184）

　　　　　　β：砂質地盤におけるくいの周面摩擦力係数（β=0）

　　　　　　γ：粘土質地盤におけるくいの周面摩擦力係数（γ=0）

　　　　　　 N：基礎ぐいの先端付近（杭先端より下方に1Dw、上方に1Dwの範囲）の地盤の標準貫入試験に

　　　　　　　　よる打撃回数（N値）の平均値（回）

　　　　　　Dw：基礎ぐい先端の実断面積（Ag）と等価な円の直径（以下、等価円直径という）

　　　　　　Ap：基礎ぐいの先端の有効断面積（㎡）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（粘土質地盤　　　　　　　　α=150）

　　　　　　　　（粘土質地盤 10≦N≦50）

　　　　　　　　（砂質地盤 　 5≦N≦60）
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２　 G-ECSパイルの材質

256.9

314.7

372.3

446.0

503.7

606.0

729.9

745.0

818.6

818.6

※JIS G 3444（1994）に定めるSTK400、STK490、及びSTK540

基礎ぐい先端の有効断面積（Atp）一覧表

▽くい先端

(軸部鋼管の最下端)

t2

0.0416

0.0624

0.0874

0.1277

0.1625

0.2323

0.3388

0.3366

0.4006

0.3966

　　指定書　　　　　　国住指第755-2号

　　営業第三部(神奈川出張所)Tel 045-263-1625  /  Fax 045-263-1626

　本社　　　　　　　　　　　東京都中央区新川1-8-8アクロス新川ビル9F

　　　　　　　　　　　　　　Tel 03-3551-0211  /  Fax 03-3551-0217  /  https://sansei-inc.co.jp/

　東京支店　　　　　　　　　東京都中央区新川1-8-8アクロス新川ビル9F

　　営業第一部・営業第二部　Tel 03-3551-0211  /  Fax 03-3551-0217

　　　千葉出張所　　　　　　Tel 03-3551-0211（本社転送）

　東日本支店　　　　　　　　埼玉県さいたま市南区南浦和2-40-2南浦和ガーデンビル6F

　　北関東営業所　　　　　　Tel 048-813-6612  /  Fax 048-813-6615 

　　東北営業所　　　　　　　Tel 022-217-8105  /  Fax 022-217-8137

　　新潟営業所　　　　　　　Tel 025-242-2180  /  Fax 025-242-2183

　　　北陸出張所　　　　　　Tel 076-231-0750  /  Fax 076-231-0751 

　　北海道営業所　　　　　　Tel 011-252-2556  /  Fax 011-252-2557

　西日本支店　　　　　　　　大阪府大阪市中央区今橋3-2-20洪庵日生ビル3F

　　関西営業所　　　　　　　Tel 06-6233-7300  /  Fax 06-6233-7310

　　中四国営業所　　　　　　Tel 082-568-1310　/　Fax 082-568-1311

　　中部営業所　　　　　　　Tel 052-203-8551  /  Fax 052-203-8552

　　沖縄営業所　　　　　　　Tel 098-860-6001　/　Fax 098-860-6002

中詰めコンクリート

ずれ止め

1D
p
程
度

2
Dp

以
上

ずれ止め

（FBリング2段）

D
p/

2

Dp
/4

JIS A 5525（1994）に定めるSKK400、及びSKK490

　　2）現場自動溶接ロボット工法（ECS-AW）を適用する場合

　　九州営業所　　　　　　　Tel 092-303-3456  /  Fax 092-724-0156

　九州支店　　　　　　　　　福岡県福岡市中央区天神3-9-33KG天神ビル5F

1250

355.6

（400.0）

406.4

745.0

818.6

818.6

10.3

12.7

16.0

19.0

9.5

12.7

16.0

19.0

9.0

12.0

22

25

25

32

36

36

220

240

240

400

440

440

620

680

680

120

135

135

390

440

440

466

512

512

　　　　2）最大施工深さ

　　　　　くい径（Dp）の130倍とし下表による

　　　　3）適用する建築物の規模

　　　　 b.引抜き方向の短期支持力

　　　　 　くい先端地盤　　：砂質地盤　（礫質地盤含む）

　　　　 　　　　　　　　　：粘土質地盤（φ267.4まで）

　　　　 　最小くい長　　　：砂質地盤　　3mと10Dpの大きい方

　　　　 　　　　　　　　　：粘土質地盤　5m

　　　　 　くいの周囲の地盤：砂質地盤、および粘土質地盤

くい径 Dp（mm） 114.3 139.8 165.2 190.7 216.3 267.4 318.5 355.6 400.0 406.4

52.8352.0046.2241.4034.7614.86 18.17 21.48 24.79 28.12
　深さ（m）

最大施工 ※2

※1

　　　　　　　※1　最大施工深さは、施工地盤からくい先端までの施工深さ

　　　　　　　※2　くい先端が粘土質地盤で引抜き方向支持力を使用する場合は31.70m

　　 　　　延べ面積が、500,000 ㎡以下の建築物

【 G-ECSパイルの構造・規格】

１　 G-ECSパイルの寸法  

（mm）

Dp

（mm）

114.3

139.8

165.2

190.7

216.3

267.4

318.5

Dw

（mm）

256.9

314.7

372.3

446.0

503.7

606.0

729.9

t1

（mm）

4.5

6.0

4.5

6.6

5.0

7.1

9.3

5.3

7.0

8.2

8.2

10.3

12.7

8.0

9.3

12.7

16.0

19.0

6.9

t2

（mm）

12

12

12

16

16

19

22

t3

（mm）

16

19

19

22

22

28

32

※1 L1

（mm）

70

90

110

130

150

180

220

L2、L4

（mm）

140

170

200

240

270

325

390

L3

210

260

310

370

420

505

610

L5

（mm）

52

60

65

80

90

110

115

L6

（mm）

135

165

185

225

250

305

360

R

162

198

234

280

316

380

457

（mm）

7.9

　　　　　※1　φ216.3の翼部のみ材質はSM490Aとし、これ以外はSS400とする

12.7

16.0

19.0

　　　　　※　 寸法公差は性能評価書の内容に準じる

9.5

7.9
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番号

区分

25027

業務番号改訂内容改訂番号 改訂月日

図面

図面縮尺
建築構造図面内容

工事名称

　　　 4)  ECS-DJの使用数と組み合わせに制限はないものとする

　　　　　となっているものとする

　　　 3) 機械式継手は、評価機関等による評価・評定・技術評価等を得たものなど、継手の性能が明らか

　　　　 ・WES 8106 の試験に合格したもの

　　　　 ・JIS Z 3841 の基本級または専門級の試験に合格したもの

　　　　 ・JIS Z 3801 の基本級または専門級の試験に合格したもの

　　　　　よる

　　　 2) 溶接継手の施工は下記のいずれかの要件を満たすものが行う

　　　 1) ECS-DJの原管側または縮管側に配置される鋼管との接続方法は溶接継手、機械式継手の何れかに

縮管厚さ：

表中の耐力はECS-DJの変断面(原管から変化する断面)の耐力を示すものとし、長期許容耐力は

短期許容耐力の1／1.5とする

2) ECS-DJの短期許容耐力を下に示す

t2

５　ECS-DJと継手鋼管との接続

 874.8

 874.8

 874.8

 698.6 88.1

短期許容耐力縮管厚さ縮管径原管厚さ原管径

圧縮耐力 引張耐力 曲げ耐力ねじり耐力 せん断耐力

1051.0

1051.0

225.4

132.0

231.0

137.3

169.0

336.6

231.8

336.6

231.8

231.8

146.6

3040.4

2132.0

3117.5

2219.8

2764.6

1796.8

3040.4

2132.0

3117.5

2219.8

2764.6

1796.8

12.7

12.7

12.7

12.7

12.7

12.7

318.5

267.4

318.5

267.4

267.4

216.3

406.4

355.6

318.5

406X

406Z

355X

355Z

318X

318Y

呼称

t1
原管厚さ：

テーパー管長さ

　　　1) ECS-DJの形状および寸法記号を下に示す

4.8  (1/12)

5.9 (1/9.6)

9.5   (1/6)

9.5   (1/6)

9.5   (1/6)

5.9 (1/9.6)

113

116

113

116

79

83

（°(R)）（mm）

テーパー縮管長さ

２　ECS-DJの仕様

(kN)(kN・m)(kN・m)(kN)(kN)(mm)(mm)(mm)(mm)

くい母材の短期許容圧縮力を確保　※1

４　継手概要図

② ピン挿入（ねじ固定材にあたる処まで）

① 上くい建て込み、内継手・外継手接続

③

①

②

ピン固定ねじ

③ ピン固定ねじ（係止ねじ）で固定

下くい

上くい

外継手

ピン

内継手

　　　によって構成されている

　　　ECS-MJの概要図は下図のようなものであり、内継手、外継手、ピン、ピン固定ねじ、及びねじ固定材

３　継手の性能

くい部材のねじり耐力を確保

　許容捩りモーメント）

（継手部の回転埋設

捩り耐力

くい母材の短期許容せん断力を確保せん断耐力

くい母材の短期許容曲げモーメントを確保

くい母材の短期許容引張力の60％を確保

曲げ耐力

引張耐力

　　　1) 継手耐力のクライテリアは下表のとおりとする

　　　　※1　D=216.3の継手は、くい母材の短期許容圧縮力に対して93％相当を確保

　　　　　　　　　 （注2)

機械式継手工法　設計施工標準

　　　　　　　　BCJ評定-FD0426-05

　　　2) 適用くい径、および板厚は下表の通りとし、本継手で接続する鋼管くいの一方の板厚をa、他方の

　　　　 板厚はbのいずれかとする

　　　　　（注1）継手部の曲げ耐力、せん断耐力、軸耐力、及び施工時ねじり耐力は各試験により確認した

　　　　　　　 　鋼管板厚（8.2mm）の耐力を上限とする

　　　　　（注2）継手部の曲げ耐力、せん断耐力、軸耐力、及び施工時ねじり耐力は各試験により確認した

　　　　　　　 　鋼管板厚（9.3mm）の耐力を上限とする

　　　3) 本継手は回転貫入くい工法に用いるものとし、杭支持力の計算の際は周面摩擦力を見込まないも

　　　　 のとする

　　　1) 継手耐力のクライテリアは下表の通りとする

　　　　　（注1）鋼管くい径216.3mmの継手耐力は、各試験により確認した鋼管板厚（8.2mm）を上限とし、

　　　　　　　 　鋼管くい径267.4mmの継手耐力は、各試験により確認した鋼管板厚（9.3mm）を上限とする

　　　　　（注2）αはくい径毎の低減率で下表による

　　　　　※ 施工時の捩り耐力は、継手部の回転埋設許容捩りモーメントと鋼管くいの短期許容捩りモー

　　　　　　 メントの何れか小さい値を採用する

　　　ECS-PJの概要図は下図のようなものであり、端板、シャキー、内リング、及び外リングによって

　　　構成されている

外リング

下くい

端板

2分割内リング

シャキー

上くい

③ 外リングはめ込み

　　　1) 本継手に使用するくい種は、小口径鋼管くいとし下表による

JIS G 3444

JIS G 3475

名称

一般構造用炭素鋼鋼管

建築構造用炭素鋼鋼管

材種

STK400、STK490

STKN400W、STKN400B、STKN490B

JIS規格

165.2

190.7

216.3

267.4

鋼管くい径（mm） 鋼管板厚 a（mm） 鋼管板厚 b（mm）

5.0、7.1

5.3、7.0

8.0、9.3、12.78.0、9.3、12.7

5.0、7.1

5.3、7.0

6.0、8.2、10.3、12.76.0、8.2、10.3　　、12.7　　　　　　　　　 （注1）　　 　(注1)

圧縮耐力

引張耐力

曲げ耐力

くい母材の短期許容引張力×α　　を確保

くい母材の短期許容曲げモーメントを確保

せん断耐力 くい母材の短期許容せん断力を確保

捩り耐力 φ165.2は  50.9（kN･m）

くい母材の短期許容圧縮力を確保

φ190.7は  68.3（kN･m）

φ216.3は 108.6（kN･m）

φ267.4は 160.7（kN･m）

（注1）

（注1）

（注1）

（注1）

（注2）

（注1）

（継手部の回転埋設

　許容捩りモーメント）

165.2

190.7

216.3

267.4

5.0 0.72

7.1 0.48

5.3 0.66

7.0 0.48

6.0 0.53

8.2 0.37

8.0 0.37

9.3 0.31

①

②②

① 上くい建て込み

② 内リングかみ合わせ

αくい径（mm） 鋼管板厚（mm）

③ ③

１　件名
　　ECS-PJ（小口径鋼管くい用無溶接継手）

２　適用範囲

５　施工要領

３　継手の性能

４　継手概要図

2025.07.　改訂

施工開始

下くい設置

外リング内周面に防錆剤塗布

外リングを下くいに挿入する

上くいと下くいの端部清掃

上くい吊り込み

上くいと下くいの端板外周面の面合わせ

内リングかみ合わせ

内リング外周面に防錆剤塗布

油圧ジャッキセット

外リング嵌合

嵌合力と残り代の確認

油圧ジャッキ取り外し

施工完了

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

端板外周面と内リング内周面に防錆剤塗布

①

②

NG
内

外
リ

ン
グ

を
交

換
し

再
度

嵌
合

す
る

1）ECS-PJの施工方法は、下くい設

置完了後、外リングを下くいに挿入

して、上くいを吊り込み、上くいと

下くいの継手部のくい違いをチェッ

クした後、上くいと下くいの端板突

起部に内リングをかみ合わせ、内リ

ングの外面に外リングを油圧ジャッ

キではめ込んで完了する。

2）管理項目（嵌合力と残り代）

はめ込まれた外リングの上面と、内

リングの上面の差を、スケール等に

より測定する。

測定箇所は嵌合ジャッキの際の4点

を測定する。4点の測定結果の平均

値が規格値以内（残り代が 2.0～

18.5mm）であることを確認する。

測定結果が規格値から外れているな

を行う。

らば、内外リングを交換し、フロー

チャート④から再度同じ手順で嵌合

くい径（mm）

165.2

嵌合力（kN）

133

133

168

168

190.7

216.3

267.4

　　　　・JIS G 3444　一般構造用炭素鋼鋼管（STK400、STK490）

　　　　・JIS A 5525　鋼管ぐい（SKK400、SKK490）

　　　　・建築基準法第37条第一号の国土交通大臣の指定する日本産業規格に適合する鋼材等に係る許容

　　　　　応力度等の基準強度について、平成12年建設省告示第2464号第一第二号、第二第二号、第三第

　　　　　二号及び第四第二号の規定に基づき、指定を受けたJIS G 3444　一般構造用炭素鋼鋼管（STK

　　　　　540）

　　　　・建築基準法第37条第二号の規定に基づく大臣認定及び許容応力度の基準強度の大臣指定を受け

　　　　　た鋼材で例として以下に示すもの

2

【ECS-MJ（鋼管杭の機械式継手工法）】

１　件名
　　MJ工法（鋼管杭の機械式継手工法）

２　適用範囲

　　　1) 本工法を採用できる鋼管の材質は、下表による

認定番号

MSTL-0543

MSTL-0542

MSTL-0419 基礎ぐい用高張力鋼管（SEAH590） POHANG PLANT

基礎ぐい用高張力鋼管（HU590）　 Daebul  Plant

基礎ぐい用高張力鋼管（HU590）　 Dangjin Plant

認定を受けた構造方法の名称

　　　　　　　　※ただし、指定建築材料で基準強度が325N/mm 以下の鋼管も使用できる

くい径 材質と適用範囲

STK400 STK490（mm） （mm）

鋼管板厚

267.4

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇216.3

8.2

10.3

12.7

8.0

9.3

12.7

6.9

〇

〇

〇

〇

〇190.7

5.3

7.0

8.2

〇

〇

〇

〇
355.6

〇

〇

10.3

12.7

9.5

12.7

〇 〇9.5

12.7 〇

〇 〇9.5

12.7 〇

〇9.5

12.7

457.2

508.0

〇 〇7.9

〇 〇

318.5

406.4

7.9

　　　　　　耐力の小さい方に合わせて継手の適用可否を判断する

　　　　　※ここで、〇は適用範囲内であることを示しており、継手位置でくいの板厚、材質が変わる場合は

　　　2) 本工法を採用できる鋼管の寸法を下表に示す

　　　1）ECS-MJの施工方法は、下くい設置完了後、上くいの内継手を下くいの外継手に挿入し、相互の

　　　まで締め付けることにより完了する

　　　ピン穴の位置を合わせた後にピン、及びピン固定ねじを取付け、ピン固定ねじを手締めいっぱい

ピンがねじ固定材に突き当たっているか確認

手締めいっぱいまでピン固定ねじを締付け

NG

入りにくい場合はハンマーで叩き込む

上杭の内継手に取付けた防護材の取り外し

施工開始

下くい設置

上くいの内継手に防護材を取り付ける

上くい吊り込み

上くいの内継手を下くいの外継手に挿入

相互のピン穴の位置合わせ

ピン、ピン穴、及びねじ固定材の清掃

ピンの挿入

ピン固定ねじに緩みがないことの確認

施工完了

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

上くいと下くいの端部清掃

①

②

５　施工要領

　　　2）管理項目（ピン挿入状況、ピン固定ねじの緩み）

　　　フローチャート⑪において、ピンが外継手外面から突出している量を目視によって確認し、明らかに

　　　大きな突出となっているものが無いかを確認する。ピンが入りにくい場合はハンマーを用いてピンが

　　　ねじ固定材に突き当たるまで挿入する。

　　　フローチャート⑬でピン固定ねじのトルクについては特段の基準は無いものの、手締めいっぱいまで

　　　締付けて、ピン固定ねじに緩みがないことを確認する。緩みが有る場合は追い締めを行うか、新しい

　　　ピン固定ねじに取り替える。

１　件名

　　　　　　　　GBRC性能証明 第25-12号

　　　　　　　　GBRC性能証明 第19-07号改1

２　ECS-DJの概要

圧縮耐力

【ECS-PJ（小口径鋼管くい用無溶接継手）】

　　　する大臣認定を受けた鋼管（以下「原管」という）の端部に対して、原管の板厚を確保しつつ原管径

　　　を縮小させることができる加工技術である

　　　作した鋼管全体をECS-DJ（「DJ」はDifferent diameter steel tubes Jointの略称）という

冷間プレス成型

【 ECS-DJ 】

【 原 管 】

　　　縮管加工した鋼管端部を縮管、原管から縮管までの角度のある管をテーパー管といい、縮管加工で製

原管部 ﾃｰﾊﾟｰ管部
縮管部

縮
管

径

原
管
径

原
管

径

　　　本技術の適用範囲は、以下の通りとする

　　　　 できることとする

　　　2) 株式会社　三誠のくい工法に適用し、施工は圧入、回転圧入、もしくは回転貫入によることとする

　　　3) 本技術に使用する材料は、以下とする

　　　　 ・JIS A 5525（鋼管ぐい）に規定された、SKK490（基準強度 325N/mm2）

　　　　 ・JIS G 3444（一般構造用炭素鋼鋼管）に規定された、STK490（基準強度 325N/mm2）

　　　はじめに、縮管加工とは下図のようにJIS規格に規定された鋼管またはそれと同等の機械的性質を有

【 専用金型 】

３　適用範囲

　　　　 ・上記のJIS規格に適合する鋼管又は、それと同等の機械的性質を有する大臣認定を受けた鋼管

【ECS-DJ（異径継手を有する縮管加工鋼管）】

　　ECS-DJ（異径継手を有する縮管加工鋼管）

　　　1) 圧縮・ねじり・曲げおよび引張が作用する場合でも長期・短期許容耐力の設計をした場合は使用

【 ECS-PJ（エクス・ピージェイ）、ECS-MJ（エクス・エムジェイ）、ECS-DJ(エクス・ディージェイ) 】

※3

21.6

34.2

10.4

24.8

16.0

32.1

12.7

12.7

12.7

12.7

12.7

12.7

318.5

267.4

318.5

267.4

267.4

216.3

32.0

28.0

25.1

12.7

12.7

12.7

406.4

355.6

318.5

（％）※2※1 （mm）（mm）（mm）（mm）

縮管率

径厚比

縮管の縮管厚さ縮管径

径厚比

原管の原管厚さ原管径

呼称

25.1

21.1

355X

355Z

25.1

21.1

21.1

17.0

406X

406Z

318X

318Y

412

411

168

258

300

303

（mm）

テーパー

管長さ   L2DJDp1 t1 Dp2 t2 L3DJ DJ DJ DJ DJ 管角度  θDJ

※1 原管の径厚比＝  Dp1／  t1 ※2 縮管の径厚比＝  Dp2／  t2

※3 縮管率＝(  Dp1-  Dp2)／  Dp1×100(％)

※   t1≦  t2（ただし規格は上表として扱う）

DJ DJ DJ DJ

DJ DJ DJ

DJ DJ

原管長さ：  L1
縮管長さ：  L3

縮管径：  Dp2

DJ

DJ

DJ

DJDJ

テーパー管角度： θ

原管径：  Dp1DJ

DJ

L2DJ

t2Dp2t1Dp1DJ DJ DJ DJ

12.7

12.7

12.7

Ｇ－ＥＣＳパイル工法設計施工標準（２） S-10A3 1/***

A1 1/***
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柱状図（№1） 柱状図（№2）
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　・     は杭芯を示す。

　・杭芯のズレが生じた場合は

　　構造設計者による安全確認の検討を行うこと。
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管理値設定杭：P1

管理値設定杭：P1 試験杭：P1

管理値設定杭：P1

管理値設定杭：P1 試験杭：P1 管理値設定杭：P1 管理値設定杭：P1

　・墨出後に位置確認を実施すること

　・S-09【施工管理方法】によって打ち止めを決定すること

本数杭長凡例

杭リスト

24.00 m

24.00 m

24.00 m

工法: Ｇ－ＥＣＳパイル工法(TACP-0585） 支持地盤：砂質地盤

符号

P1

P2

P3

 符号名( )内は杭検討書内の符号名を示す 
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32

27

短期許容

支持力

長期許容

支持力

羽根下部

種類厚さ厚さ径 径種類 長さ 種類

上部

径厚さ径

φ318.5

長さ 種類
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10.3 mm 10.3 mm 10.3 mm
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φ606.0

φ729.9

28.0 ㎜

22.0 ㎜

32.0 ㎜

SS400
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SS400

244.5kN/本

353.8kN/本

497.8kN/本

488.9kN/本

707.5kN/本

995.6kN/本

Ｎ

杭頭部

補強

S09による
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　・設計GL＝KBM1+0.515m=11.300(T.P.)

　・土間スラブ天端はGL-1250mmとする。

A1 1/100

350



C4X

C4X

C4X

C4X

C4X

C4X

C4X

C4X

C4X

C4YA

C5X

F
G
1
1

F
G
1
4

S2
FG14

FG2FG2

F
G
1
2

F
G
1
2

F
G
1
2

F
G
1
2

F
G
1
2

F
G
1
2

FG14 FG14FG14 FG14

FG1

FG2

F
G
1
2

F
G
1
2

F
G
1
2

F
G
1
2

F
G
1
2

F
G
1
2

F
G
1
2

FG2FG2FG2

F
G
1
4

F
G
1
4

F
G
1
4

F
G
1
4

F
G
1
4

F
G
1
4

F
G
1
4

F
G
1
4

FG1FG1

FG1

FG1

FG1

FG4

FG1

F
B
1

FG1

F
B
1

FG1

F
B
1

FG1

FG1

4,095

F
B
1

FG2

FG1

FB
1

1
,
3
6
5

1,
36

5

FB1 FB1 FB1 FB1 FB1 FB1 FB1

F
B
1

F
B
1

S2
S8

S1 S1

S1 S1

S1 S1

S1 S1

S1 S1

S1 S1

S1 S1

S1

S1

S1

S1

P1 P1

S3 S3

S3

S3

S3

S3

S3

S3

S3

S3

S3

S3

S3

S3

S3

S3

S3

S3

S4 S4 S4 S4

FC5 FC5 FC2 FC2 FC2 FC2 FC2 FC2 FC2 FC2

FC4 FC4 FC4 FC4 FC4 FC4 FC4 FC4FC5

FC3FC5 FC5 FC5 FC5 FC5 FC5 FC5 FC5

FC4FC5

FC4FC5

FC4 FC4 FC4

FC4 FC4 FC4

FC4 FC4 FC4

FC4FC5

FC4FC5

F
G
1
4

S2

S3

S3

F
G
1
2

F
G
1
2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB3

FB3

C5X

C5X

C5X

C4XC5X

C4XC5X

C4X C4X

C4X C4X

C4X C4X

C4XC5X

C4XC5X

C4Y

C4Y

C4Y

C2Y C2Y C2Y C2Y C2Y C2Y C2Y

C3Y

C4Y

C2Y

C4Y C4Y C4Y C4Y C4Y C4Y C4Y

C5Y C5Y C5Y C5Y C5Y C5Y C5Y

C1X

C1X C1X

C1X C1X

C1X C1X

C1X C1X

C1X C1X

P1 P1 P1 P1 P1 P1

P1

FG3（-300）

F
G
1
3

F
G
1
3

F
G
1
3

F
G
1
3

F
G
1
3

F
G
1
1

F
G
1
1

F
G
1
1

F
G
1
1

FG
1
1

F
G
1
1

F
G
1
1

F
G
1
1

F
G
1
1

F
G
1
1

FG1 FG1

F
G
1
1

F
G
1
1

FG
1
1

F
G
1
1

F
G
1
1

F
G
1
1

FG1

F
G
1
1

F
G
1
1

FG3

FC1

F
G
1
3

F
G
1
3

F
G
1
3

F
G
1
3

F
G
1
3

FC1

FC1FC1

FG3

FC1FC1

FG3

FC1FC1

FC1FC1

FG2FG2FG2FG2FG2FG2FG2FG2FG2

FG2FG2FG2FG2FG2FG2

FG2FG2FG2FG2FG2
F
G
1
4

F
B
2

F
B
2

3,600

FG1

FG2 FG2

FC1
FC1

S3

P1 FG14

FG1

P1 P1 P1 P1 P1 P1 C1XP1

FC3

FC3 FC3

FC3 FC3

FC3

FC3

FC3

F
G
1
1

F
G
1
1

F
G
1
1

F
G
1
1

FG1

FG1

FG1

FG1

C3Y C3Y

C3YC3Y C3Y

C3Y C3Y

C3Y

FG4 P1P1 P1 P1 P1 P1 P1 P1 P1 FG14P1 P1P1P1 FG14P1 P1P1P1 FG14P1 P1P1

F
G
1
1

F
G
1
1

F
G
1
1

FG
1
1

F
G
1
1

F
G
1
1

F
G
1
1

F
G
1
1

FC4

FC4

FC4

FC4

FC4

FC4

FC4

FC4

FC4

F
G
1
1

F
G
1
1

F
G
1
1

F
G
1
1

F
G
1
1

F
G
1
1

P2

FG3

FG3

GL+185

GL+185

GL-100

GL+175

GL+175

GL+175 GL+175

GL+175

GL+175

GL+175

GL+180 GL+180 GL+180GL+180GL+180GL+180GL+180GL+180GL+180GL+180

GL+180

GL+180

GL+180

GL+180

GL+180

GL+180

GL+180

GL+180

GL+175

GL+175

GL+175

GL+175

GL+175

GL+175

GL+175

GL+175

GL+175

GL+175

GL+175

GL+175

GL+175GL+175GL+175

GL+175GL+175 GL+175 GL+175 GL+175

GL+180

GL+180

GL+180

GL+180

GL+180

GL+180

GL+145

GL+180

GL+145

GL+180 GL+180

GL+180 GL+180

FC5

C5X

FG2

F
G
1
1

FG14

F
G
1
4

F
G
1
4

Y9

Y12

Y11

Y10

Y9

Y8

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

Y1

Y2

改訂番号 改訂月日 改訂内容特　　記製 図承 認 審 査 検 図 工事名称　　一級建築士事務所 業務番号
ＫＵＪＩ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ ＳＴＵＤＩＯ 　　埼玉県知事登録（１）

加須市立新保育所新築工事第11789号 株式
25027

図面縮尺　 一級建築士登録埼玉事務所 会社 図面内容 建築構造
区分

埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27 TEL048-789-6033 第323324号
図面A3 1/200 千葉　聡
番号１階床伏図

2
,
7
3
0

2
,
7
3
0

2
,
7
3
0

2
,
7
3
0

1
,
3
6
5

4
,
0
9
5

2
,
7
3
0

2
,
7
3
0

5
,
0
0
5

5
,
0
0
5

3
,
6
4
0

3
,
6
4
0

3
,
6
4
0

3
,
6
4
0

5
,0

0
5

5
,0

0
5

5
,
4
6
0

5
,
4
6
0

6
,
0
9
0

4
2
,
4
9
0

4
7
,
9
3
0

5
,
4
4
0

6
,
0
9
0

5
,
4
6
0

3,640 2,730 8,190 2,275 5,460 2,275 2,275 5,460 2,275 2,275 5,460 2,275 2,275 5,460 2,275 2,450 11,200

68,250

3,640 2,730 8,190

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X8 X13X10 X12X7 X9 X11

X1 X4

1,820 1,820 1,820 1,820 910
1,820 1,820 1,820

1
,
3
6
5

X2 X3

100△
基

礎
面

▽
基

礎
面

100

1
0
0

△基礎面

1
0
0

▽基礎面

△基礎面

1
0
0

1
,
2
6
5

特記無き限り下記による。

X5 X6 X8 X13X10 X12X7 X9 X11

5,005 5,005 5,005 5,005 5,005 5,005 5,005 5,005

40,040 13,650

11,000

9
,
1
0
0

PY3

PY4

PX1 PX2

10,500

4
,
8
0
0

3
,
6
4
0

5
,
4
6
0

Y5

Y4

Y3

X1

2,400

2,730 8,190

X2 X3 X4

Y1

2
,
5
0
0

●車寄せ ●多目的スペース

1
6
0

　・設計GL＝KBM1+0.515m=11.300(T.P.)

　・RC立上り(外周部) t=120（増打 t=20） 設計GL+500

Y12

Y11

Y10

Y8

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y9a

3,010 1,820 1,820 910 1,820 910 910

1
2
5

3
,
0
5
0

6,050

　・構造スラブ（スラブ天端＝設計GL+160）

　・土間ｺﾝｸﾘｰﾄ（内部）（天端＝設計GL+160）t=150 縦横D10・D10@200（シングル）

S-14

釘ピッチ釘仕様
種類・材種 厚み

外周 中通

JAS構造用合板
9.0mm @150mm

(大壁仕様)
N50 @150mm

■壁仕様

PY2

PY1

PX3 PX4

　・人通口　　　　　釜場

A1 1/100



P2

改訂番号 改訂月日 改訂内容特　　記製 図承 認 審 査 検 図 工事名称　　一級建築士事務所 業務番号
ＫＵＪＩ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ ＳＴＵＤＩＯ 　　埼玉県知事登録（１）

加須市立新保育所新築工事第11789号 株式
25027

図面縮尺　 一級建築士登録埼玉事務所 会社 図面内容 建築構造
区分

埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27 TEL048-789-6033 第323324号
図面

 千葉　聡
番号

F1

パイルキャップリスト　1/50

▽SGL＝基礎梁天端

▽礎柱天端

▽杭頭 

F31

5
0

1
,
6
0
0

3
0
0

6
0

1
8
0

2
0
d

6
0
0

7
0
0

6
0
0

▽礎柱天端

▽SGL＝基礎梁天端 1
8
0

F11

7
0
0

▽杭頭 

5
0

1
,
6
0
0

3
0
0

6
0

2
0
d

P1 P1 P1

上端筋 4-D13 上端筋 4-D13

D13@200
基礎側面補強筋

パイルキャップ
ひび割れ防止筋D13@200

上端筋 11-D13

基礎側面補強筋
D13@200

パイルキャップ
ひび割れ防止筋D13@200

上端筋 5-D13

▽SGL＝基礎梁天端

▽礎柱天端

▽杭頭 

5
0

1
,
6
0
0

3
0
0

6
0

1
8
0

6
0
0

7
0
0

ひび割れ防止筋D13@200
パイルキャップ

F2

2
0
d

P2

杭
芯

4
0
0

杭芯

4
0
0

400 400

800

8
0
0

4-D16

4
-
D
1
6 杭

芯

4
0
0

4
0
0

8
0
0

杭芯

400 400

4
-
D
1
9

1,000

1,800

杭芯

9-D16

杭
芯

Y

X

Y

X

6
0
0

▽礎柱天端

▽SGL＝基礎梁天端 1
8
0

7
0
0

▽杭頭 

5
0

1
,
6
0
0

3
0
0

6
0

上端筋 5-D13

杭
芯

5
0
0

杭芯

5
0
0

Y

X

500 500

1,000

1
,
0
0
0

5-D16

5
-
D
1
6

5
0
0

5
0
0

杭芯

1,000

杭芯Y

X

500 500

2,000

1
,
0
0
0

5
-
D
1
9

10-D16

2
0
d

基礎側面補強筋
D13@200

パイルキャップ
ひび割れ防止筋D13@200

上端筋 4-D13

D13@200
基礎側面補強筋

上端筋 4-D13

F21

P2

上端筋 10-D13

▽SGL＝基礎梁天端

▽礎柱天端

▽杭頭 

5
0

1
,
6
0
0

3
0
0

6
0

1
8
0

6
0
0

7
0
0

6
0
0

▽礎柱天端

▽SGL＝基礎梁天端 1
8
0

7
0
0

▽杭頭 

5
0

1
,
6
0
0

3
0
0

6
0パイルキャップ

ひび割れ防止筋D13@200
パイルキャップ
ひび割れ防止筋D13@200

杭
芯

杭
芯

2
0
d

2
0
d

6
0
0

杭芯

6
0
0

6
0
0

杭芯

1,000

杭芯Y

X

Y

X

1
,
2
0
0

6
0
0

1
,
2
0
0

P3 P3 P3D13@200
基礎側面補強筋 基礎側面補強筋

D13@200

上端筋 6-D13
上端筋 6-D13 上端筋 6-D13 上端筋 6-D13

600 600

1,200

600 600

2,200

6-D16 11-D16

6
-
D
1
9

6
-
D
1
6

F3 F31

パイルキャップリスト S-15A3 1/50

A1 1/25



 □-D10@200

2-D10

250×1200

3-D19

3-D19

2-D10

350×1200

3/2-D22

3/2-D22

 □-D13@200

基礎梁リスト  1/50

符　号 FG1

位　置 全断面

断　面

寸　法

上端筋

下端筋

あばら筋

腹　筋

全断面

FG2

全断面

FG3

全断面

FG4

改訂番号 改訂月日 改訂内容特　　記製 図承 認 審 査 検 図 工事名称　　一級建築士事務所 業務番号
ＫＵＪＩ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ ＳＴＵＤＩＯ 　　埼玉県知事登録（１）

加須市立新保育所新築工事第11789号 株式
25027

図面縮尺　 一級建築士登録埼玉事務所 会社 図面内容 建築構造
区分

埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27 TEL048-789-6033 第323324号
図面

 千葉　聡
番号

設計GL

全断面 全断面 全断面

FG11 FG12 FG13

全断面

FG14

 □-D13@200

3/2-D22

3/2-D22

350×1200

2-D10

 □-D13@200

3/2-D22

3/2-D22

350×1200

2-D10

 □-D10@200

2-D10

250×1200

3-D19

3-D19

 □-D13@200

3/2-D22

3/2-D22

350×1200

2-D10

 □-D13@200

3/2-D22

3/2-D22

350×1200

2-D10

 □-D13@200

3/2-D22

3/2-D22

350×1200

2-D10

符　号

位　置 全断面

断　面

上端筋

下端筋

あばら筋

腹　筋

全断面 全断面

設計GL

 □-D13@200  □-D13@200

基礎小梁リスト  1/50

FB1

 □-D10@200

3-D19

3-D19

ｂｘＤ

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

350

1
,
2
0
0

350

1
,
2
0
0

350

1
,
2
0
0

350

1
,
2
0
0

350

1
,
2
0
0

350250

1
,
2
0
0

250

4
5
0

250

250×450

2/2-D22

2/2-D22

FB2 FB3

350×450 350×600

2/2-D22

2/2-D22

- - -

基礎部材リスト（１） S-16A3 1/50

A1 1/25



D10@100

2-D13

-

8-D16

改訂番号 改訂月日 改訂内容特　　記製 図承 認 審 査 検 図 工事名称　　一級建築士事務所 業務番号
ＫＵＪＩ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ ＳＴＵＤＩＯ 　　埼玉県知事登録（１）

加須市立新保育所新築工事第11789号 株式
25027

図面縮尺　 一級建築士登録埼玉事務所 会社 図面内容 建築構造
区分

埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27 TEL048-789-6033 第323324号
図面

 千葉　聡
番号

(JIS G 5308)

(JIS A 3112)

土間コンFc18
コンクリート

基礎・基礎梁

D29～SD390

D19～D25SD345
鉄　筋

D10～D16SD295A

使用材料

2
0
0

D10・D10@200

1
5
0

FC1符　号

断　面

柱型断面

立上り筋

ﾌｰﾌﾟ筋 D10@100 D10@100

ﾄｯﾌﾟﾌｰﾌﾟ筋 2-D13 2-D13

備考 - -

礎柱リスト　S=1/50

8-D16

FC2

スラブリスト

符　号 版　厚 位　置 主筋方向 配力筋方向 備考

ダブル
上端筋

下端筋

D13@200 D13@200

D13@200D13@200

8-D16

-

2-D13

D10@100

Y

X

700

5
5
0

700×550

10-D16

500

6
0
0

500×600

550

5
5
0

550×550

FC3

5
0
0

500

500×500

FC4

8-D16

-

2-D13

D10@100

FC5

4
5
0

450

450×450

　二段筋0.70D以上とする。

　ただし、多段筋の場合　一段筋0.80D以上

※梁主筋の水平投影定着長さは、　0.75D以上とする。

Y方向主筋

基礎梁配筋要領　1/30

ダブル
上端筋

下端筋

S1 180

ダブル
上端筋

下端筋

D13@200 D13@200

D13@200D13@200

ダブル
上端筋

下端筋

D13@200 D13@200

D13@200D13@200

ダブル
上端筋

下端筋

D13@200 D13@200

D13@200D13@200

180

180

180

S2

S3

S4

S5

シングル150
上端筋

土間コン

ダブル
上端筋

下端筋

ダブル
上端筋

下端筋

S6

S7

D13@200 D13@200

D13@200D13@200

D13@200 D13@200

D13@200D13@200

D13@200 D13@200

D13@200D13@200

D10@200 D10@200

180

180

180

基礎部材リスト（２）

土間コン・犬走断面詳細図　1/30

S-17

Fc27

A3 1/50

A1 1/25
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B7B7B7B7B7B7B7

G4XG4XG4XG4XG4XG4XG4X
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加須市立新保育所新築工事加須市立新保育所新築工事加須市立新保育所新築工事加須市立新保育所新築工事加須市立新保育所新築工事加須市立新保育所新築工事加須市立新保育所新築工事第11789号第11789号第11789号第11789号第11789号第11789号第11789号 株式 株式 株式 株式 株式 株式 株式
25027250272502725027250272502725027
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改訂番号改訂番号改訂番号改訂番号改訂番号改訂番号改訂番号 改訂月日改訂月日改訂月日改訂月日改訂月日改訂月日改訂月日 改訂内容改訂内容改訂内容改訂内容改訂内容改訂内容改訂内容特　　記特　　記特　　記特　　記特　　記特　　記特　　記製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図承 認承 認承 認承 認承 認承 認承 認 審 査審 査審 査審 査審 査審 査審 査 検 図検 図検 図検 図検 図検 図検 図 工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称　　一級建築士事務所　　一級建築士事務所　　一級建築士事務所　　一級建築士事務所　　一級建築士事務所　　一級建築士事務所　　一級建築士事務所 業務番号業務番号業務番号業務番号業務番号業務番号業務番号
ＫＵＪＩＫＵＪＩＫＵＪＩＫＵＪＩＫＵＪＩＫＵＪＩＫＵＪＩ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ ＳＴＵＤＩＯＳＴＵＤＩＯＳＴＵＤＩＯＳＴＵＤＩＯＳＴＵＤＩＯＳＴＵＤＩＯＳＴＵＤＩＯ 　　埼玉県知事登録（１）　　埼玉県知事登録（１）　　埼玉県知事登録（１）　　埼玉県知事登録（１）　　埼玉県知事登録（１）　　埼玉県知事登録（１）　　埼玉県知事登録（１）

加須市立新保育所新築工事加須市立新保育所新築工事加須市立新保育所新築工事加須市立新保育所新築工事加須市立新保育所新築工事加須市立新保育所新築工事加須市立新保育所新築工事第11789号第11789号第11789号第11789号第11789号第11789号第11789号 株式 株式 株式 株式 株式 株式 株式
25027250272502725027250272502725027

図面図面図面図面図面図面図面縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺　 一級建築士登録　 一級建築士登録　 一級建築士登録　 一級建築士登録　 一級建築士登録　 一級建築士登録　 一級建築士登録埼玉事務所埼玉事務所埼玉事務所埼玉事務所埼玉事務所埼玉事務所埼玉事務所 会社 会社 会社 会社 会社 会社 会社 図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容 建築構造建築構造建築構造建築構造建築構造建築構造建築構造
区分区分区分区分区分区分区分

埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27 TEL048-789-6033TEL048-789-6033TEL048-789-6033TEL048-789-6033TEL048-789-6033TEL048-789-6033TEL048-789-6033 第323324号第323324号第323324号第323324号第323324号第323324号第323324号
図面図面図面図面図面図面図面A3 1/200A3 1/200A3 1/200A3 1/200A3 1/200A3 1/200A3 1/200 千葉　聡 千葉　聡 千葉　聡 千葉　聡 千葉　聡 千葉　聡 千葉　聡
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3,640 2,730 8,190 2,275 5,460 2,275 2,275 5,460 2,275 2,275 5,460 2,275 2,275 5,460 2,275 2,450 11,200
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8,190

5,005 5,005 5,005 5,005 5,005 5,005 5,005 5,005

40,040 13,650

X1X1X1X1X1X1X1 X2X2X2X2X2X2X2 X3X3X3X3X3X3X3 X4X4X4X4X4X4X4 X5X5X5X5X5X5X5 X6X6X6X6X6X6X6 X8X8X8X8X8X8X8 X13X13X13X13X13X13X13X10X10X10X10X10X10X10 X12X12X12X12X12X12X12X7X7X7X7X7X7X7 X9X9X9X9X9X9X9 X11X11X11X11X11X11X11

X1X1X1X1X1X1X1 X2X2X2X2X2X2X2 X3X3X3X3X3X3X3 X4X4X4X4X4X4X4

X5X5X5X5X5X5X5 X6X6X6X6X6X6X6 X8X8X8X8X8X8X8 X13X13X13X13X13X13X13X10X10X10X10X10X10X10 X12X12X12X12X12X12X12X7X7X7X7X7X7X7 X9X9X9X9X9X9X9 X11X11X11X11X11X11X11
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特記無き限り下記による。特記無き限り下記による。特記無き限り下記による。特記無き限り下記による。特記無き限り下記による。特記無き限り下記による。特記無き限り下記による。

　・梁符号の(　)内の数字は軒高からのレベルを示す。　・梁符号の(　)内の数字は軒高からのレベルを示す。　・梁符号の(　)内の数字は軒高からのレベルを示す。　・梁符号の(　)内の数字は軒高からのレベルを示す。　・梁符号の(　)内の数字は軒高からのレベルを示す。　・梁符号の(　)内の数字は軒高からのレベルを示す。　・梁符号の(　)内の数字は軒高からのレベルを示す。

　・配置寸法のない小梁位置は、スパン均等配置とする。　・配置寸法のない小梁位置は、スパン均等配置とする。　・配置寸法のない小梁位置は、スパン均等配置とする。　・配置寸法のない小梁位置は、スパン均等配置とする。　・配置寸法のない小梁位置は、スパン均等配置とする。　・配置寸法のない小梁位置は、スパン均等配置とする。　・配置寸法のない小梁位置は、スパン均等配置とする。

垂木伏図（２）垂木伏図（２）垂木伏図（２）垂木伏図（２）垂木伏図（２）垂木伏図（２）垂木伏図（２） S-20S-20S-20S-20S-20S-20S-20

　・屋根仕様　構造用合板 12mm（2級または1級）（N50-@150）　・屋根仕様　構造用合板 12mm（2級または1級）（N50-@150）　・屋根仕様　構造用合板 12mm（2級または1級）（N50-@150）　・屋根仕様　構造用合板 12mm（2級または1級）（N50-@150）　・屋根仕様　構造用合板 12mm（2級または1級）（N50-@150）　・屋根仕様　構造用合板 12mm（2級または1級）（N50-@150）　・屋根仕様　構造用合板 12mm（2級または1級）（N50-@150）
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　・90ｘ90（製材スギ）　・90ｘ90（製材スギ）　・90ｘ90（製材スギ）　・90ｘ90（製材スギ）　・90ｘ90（製材スギ）　・90ｘ90（製材スギ）　・90ｘ90（製材スギ）
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改訂番号改訂番号改訂番号改訂番号改訂番号改訂番号改訂番号 改訂月日改訂月日改訂月日改訂月日改訂月日改訂月日改訂月日 改訂内容改訂内容改訂内容改訂内容改訂内容改訂内容改訂内容特　　記特　　記特　　記特　　記特　　記特　　記特　　記製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図承 認承 認承 認承 認承 認承 認承 認 審 査審 査審 査審 査審 査審 査審 査 検 図検 図検 図検 図検 図検 図検 図 工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称　　一級建築士事務所　　一級建築士事務所　　一級建築士事務所　　一級建築士事務所　　一級建築士事務所　　一級建築士事務所　　一級建築士事務所 業務番号業務番号業務番号業務番号業務番号業務番号業務番号
ＫＵＪＩＫＵＪＩＫＵＪＩＫＵＪＩＫＵＪＩＫＵＪＩＫＵＪＩ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ ＳＴＵＤＩＯＳＴＵＤＩＯＳＴＵＤＩＯＳＴＵＤＩＯＳＴＵＤＩＯＳＴＵＤＩＯＳＴＵＤＩＯ 　　埼玉県知事登録（１）　　埼玉県知事登録（１）　　埼玉県知事登録（１）　　埼玉県知事登録（１）　　埼玉県知事登録（１）　　埼玉県知事登録（１）　　埼玉県知事登録（１）

加須市立新保育所新築工事加須市立新保育所新築工事加須市立新保育所新築工事加須市立新保育所新築工事加須市立新保育所新築工事加須市立新保育所新築工事加須市立新保育所新築工事第11789号第11789号第11789号第11789号第11789号第11789号第11789号 株式 株式 株式 株式 株式 株式 株式
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3
,
2
0
0

2
0
0

△軒高

△設計GL

Y1～Y2通り軸組図　S=1/200

C4

G4X

G1X

G4X

Y3～Y5通り軸組図　S=1/200

C5

G4X

G1X

Y6通り軸組図　S=1/200

Y7通り軸組図　S=1/200

Y8通り軸組図　S=1/200

C5 C5 C5 C5C5 C5 C5

G2X G2X G2X G2X G2X G2X G2X G2X

C1

G1X

G4X

C5

G3X

C1

G1X

G4X

C5

G3X

C1 C1C3

▽1FL
1
8
0 ▽柱下端

3,640 2,730 8,190 2,275 3,640 2,730 8,190 3,640 2,730 8,190 2,275

X4aX1 X2 X3 X4 X1 X2 X3 X4 X4aX1 X2 X3 X4

3,640 2,730 8,190 2,275 2,730 2,730 2,275 2,275 2,730 2,730 2,275 2,275 2,730 2,730 2,275 2,275 2,730 2,730 2,275 13,650

68,250

X4a X5a X6a X7a X8a X9a X11aX10aX1 X2 X3 X4 X5 X6 X8 X13X10 X12X7 X9 X11

3,640 2,730 8,190 2,275 2,730 2,730 2,275 2,275 2,730 2,730 2,275 2,275 2,730 2,730 2,275 2,275 2,730 2,730 2,275 13,650

68,250

X4a X5a X6a X7a X8a X9a X11aX10aX1 X2 X3 X4 X5 X6 X8 X13X10 X12X7 X9 X11

C4 C4 C4C4 C4 C4

C4C4

F1
FG1 FG1

F1
FG1 FG1

F1
FG1

F2F2,F21 F2F2,F3

C4

F1
FG1 FG1

F2F2

F1
FG1 FG1

F2F2 F3 F3
FG3

F3 F3
FG3

F1
FG1 FG1

F2F2 F1 F1 F1 F1 F1 F1 F1
FG2 FG2 FG2 FG2 FG2 FG2 FG2 FG2

2
,
5
5
0

B6(Y1)

BR1

BR1

S-24

10
3

10
2

10
3

10
2

10
3

10
2

10
3

10
2

10
3

10
3

C4

P2

7
,
7
6
3

▽最高高さ

4
,
0
3
2

5
3
1

△最高の軒高

3
,
0
0
0

3
,
2
0
0

2
0
0

△軒高

△設計GL

▽1FL

1
8
0 ▽柱下端

7
,
7
6
3

▽最高高さ

4
,
0
3
2

5
3
1

△最高の軒高

3
,
0
0
0

3
,
2
0
0

2
0
0

△軒高

△設計GL

▽1FL

1
8
0 ▽柱下端

7
,
7
6
3

▽最高高さ

4
,
0
3
2

5
3
1

△最高の軒高

4,700

△
j
o
i
n
t

4,700

△
j
o
i
n
t

G3X

B9 B9

G3X

A1 1/100



G3X

A3,1/200

改訂番号 改訂月日 改訂内容特　　記製 図承 認 審 査 検 図 工事名称　　一級建築士事務所 業務番号
ＫＵＪＩ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ ＳＴＵＤＩＯ 　　埼玉県知事登録（１）

加須市立新保育所新築工事第11789号 株式
25027

図面縮尺　 一級建築士登録埼玉事務所 会社 図面内容 建築構造
区分

埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27 TEL048-789-6033 第323324号
図面A3 1/200 千葉　聡
番号軸組図（４）

C5

G4X

C3 C1C1

G1X
3
,
0
0
0

3
,
2
0
0

2
0
0

△軒高

△設計GL

Y9通り軸組図　S=1/200

G2XG2XG2XG2XG2XG2XG2XB4

7
8
6

C4 C4 C4 C4 C4 C4 C4

G2X

▽1FL

1
8
0 ▽柱下端

3,640 2,730 8,190 2,275 2,730 2,730 2,275 2,275 2,730 2,730 2,275 2,275 2,730 2,730 2,275 2,275 2,730 2,730 2,275 13,650

68,250

X4a X5a X6a X7a X8a X9a X11aX10aX1 X2 X3 X4 X5 X6 X8 X13X10 X12X7 X9 X11

F3 F3
FG3

F3 F3 F3 F3 F3 F3 F3
FG2 FG2 FG2 FG2 FG2 FG2 FG2

F21F1 F2
FG2 FG2 FG2

C4

BR1

S-25

10
3

10
2

7
,
7
6
3

▽最高高さ

4
,
0
3
2

5
3
1

△最高の軒高

2
,
4
5
5

3
,
0
0
0

3
,
2
0
0

2
0
0

△軒高

△設計GL

C1C1

G3X

4
,
0
3
2

▽1FL

1
8
0 ▽柱下端

3,640 2,730 8,190 2,275 2,730 2,730 2,275 2,275 2,730 2,730 2,275 2,275 2,730 2,730 2,275 2,275 2,730 2,730 2,275 13,650

68,250

X4a X5a X6a X7a X8a X9a X11aX10aX1 X2 X3 X4 X5 X6 X8 X13X10 X12X7 X9 X11

F3 F3
FG3

BR1

7
,
7
6
3

▽最高高さ

4
,
0
3
2

5
3
1

△最高の軒高

B2

P3 P3 P3 P3 P3 P3 P3

3,640 910 910 910 910 910 910

5,100

△
j
o
i
n
t

10
3

Y9a通り軸組図　S=1/200

3
,
0
0
0

3
,
2
0
0

2
0
0

△軒高

Y10通り軸組図　S=1/200

B5 B5 B5 B5 B5 B5 B5 B5 B5

G4X

C5

B5 B5 B5 B5 B5 B5 B5 B5 B5

 

▽1FL

1
8
0 ▽柱下端

△設計GL

3,640 2,730 8,190 2,275 2,730 2,730 2,275 2,275 2,730 2,730 2,275 2,275 2,730 2,730 2,275 2,275 2,730 2,730 2,275 13,650

68,250

X4a X5a X6a X7a X8a X9a X11aX10aX1 X2 X3 X4 X5 X6 X8 X13X10 X12X7 X9 X11

F1 F2

P2 P2 P2 P2 P2 P2 P2 P2 P2
10

2

C4

7
,
7
6
3

▽最高高さ

4
,
0
3
2

5
3
1

△最高の軒高

2
,
4
0
3

1
,
6
2
9

5
4
6

G3X

G3X

A1 1/100

10
3

4,700

△
j
o
i
n
t



FG1

　

A3,1/200

改訂番号 改訂月日 改訂内容特　　記製 図承 認 審 査 検 図 工事名称　　一級建築士事務所 業務番号
ＫＵＪＩ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ ＳＴＵＤＩＯ 　　埼玉県知事登録（１）

加須市立新保育所新築工事第11789号 株式
25027

図面縮尺　 一級建築士登録埼玉事務所 会社 図面内容 建築構造
区分

埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27 TEL048-789-6033 第323324号
図面A3 1/200 千葉　聡
番号軸組図（５） S-26

3
,
0
0
0

3
,
2
0
0

2
0
0

△軒高

△設計GL

Y11通り軸組図　S=1/200

C5 C5 C2 C2 C2 C2 C2 C2 C2 C2

G2X G2XG2XG2XG2XG2XG2XG2XG1XG1X

C1C1

G3X

4
,
0
3
2

▽1FL

1
8
0 ▽柱下端

3,640 2,730 8,190 2,275 2,730 2,730 2,275 2,275 2,730 2,730 2,275 2,275 2,730 2,730 2,275 2,275 2,730 2,730 2,275 13,650

68,250

X4a X5a X6a X7a X8a X9a X11aX10aX1 X2 X3 X4 X5 X6 X8 X13X10 X12X7 X9 X11

F3 F3
FG3

F3 F3 F3 F3 F3 F3 F3
FG2 FG2 FG2 FG2 FG2 FG2 FG2F1 F2

FG2 FG2 FG2
F21

BR1
B2

P1 P1 P1 P1 P1 P1 P1

7
,
7
6
3

▽最高高さ

4
,
0
3
2

5
3
1

△最高の軒高

B1

3
,
0
0
0

3
,
2
0
0

2
0
0

△軒高

△設計GL

Y12通り軸組図　S=1/200

5
5
8

P1

B1 B1 B1

C1C1

G3X

4
,
0
3
2

P1 P1 P1 P1 P1 P1 P1 P1

B1

P1 P1

B1

P1 P1

▽1FL

1
8
0 ▽柱下端

3,640 2,730 8,190 2,275 2,730 2,730 2,275 2,275 2,730 2,730 2,275 2,275 2,730 2,730 2,275 2,275 2,730 2,730 2,275 13,650

68,250

X4a X5a X6a X7a X8a X9a X11aX10aX1 X2 X3 X4 X5 X6 X8 X13X10 X12X7 X9 X11

F3 F3
FG3

F1 F1
FG4 FG4 FG4 FG4 FG4 FG4

BR1

P1

F1

P1

F1

P1

F1

P1 P1

F1

P1

F1F1

P1P1

F1

P1 P1

F1 F1

10
3

B2

P1 P1 P1 P1 P1 P1 P1

7
,
7
6
3

▽最高高さ

4
,
0
3
2

5
3
1

△最高の軒高

2
0
0 △設計GL

▽1FL

1
8
0 ▽柱下端

PY3 PY4

C3 C3

9,100

F2 F2

1
,
2
0
0

C3

F2

11,000

C3

F2FG1

1
,
2
0
0

PX1 PX2

1
,
1
5
0

2
0
0 △設計GL

▽1FL

1
8
0 ▽柱下端

3
,
2
0
0

3
,
4
0
0

△軒高

△最高の軒高
4
,
7
3
7

1
8
7

▽最高高さ

4
,
2
0
0

4
,
4
0
0

△軒高

G5 G5
G5 G5 G5

▽最高高さ1
8
7

5
,
5
1
9

△最高の軒高

9
3
2

C3

F2 FG1

4
0
0

4,800

C3

F2

C3

F2

G1X
G1X

PY1 PY2

FG1

4
0
0

C3

10,500

F2

G1X
G1X

PX3 PX4

10
3

4,700

△
j
o
i
n
t

4,700

△
j
o
i
n
t

G3X

G3X

A1 1/100



燃えしろ35㎜４面

柱頭・柱脚部

Ｐ２

ＲＣ基礎梁埋込長さＬ＝５００以上

3
5
0

3 50

３５０ｘ３５０

４－Ｄ２５

Ｌ＝５００

柱脚部

４－Ｄ２５

Ｌ＝５００

250

2
5
0

２５０ｘ２５０

Ｃ５Ｙ

柱脚部

４－Ｄ２５

Ｌ＝５００

250

2
5
0

２５０ｘ２５０

Ｃ５Ｘ

ＲＣ基礎梁埋込長さＬ＝５００以上

柱脚部

Ｃ３Ｙ

番号
 千葉　聡

図面
第323324号TEL048-789-6033埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27

区分
建築構造図面内容 会社 埼玉事務所 　 一級建築士登録 縮尺 図面

25027
 株式 第11789号 加須市立新保育所新築工事

A3,1/200　　埼玉県知事登録（１）ＳＴＵＤＩＯＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳＫＵＪＩ

業務番号　　一級建築士事務所 工事名称検 図審 査承 認 製 図 特　　記 改訂内容改訂月日改訂番号

木質２方向ラーメン構造（サミットＨＲ工法）　部材リストと標準配筋図

符号

位置 柱脚部

ｂｘＤ

主　筋

定着長さ

備考

位置

符号

強度等級

断面

接合金物

断面

Ｌ＝５００

柱脚部

ＲＣ基礎梁埋込長さＬ＝５００以上 ＲＣ基礎梁埋込長さＬ＝５００以上

４－Ｄ２５

A3 1/30

Y

X

3
5
0

5 00
300

4
0
0

６－Ｄ２５

３００ｘ４００

Ｐ１

1
2
0

1 20

１２０ｘ１２０

ＲＣ基礎梁埋込長さＬ＝５００以上 ＲＣ基礎梁埋込長さＬ＝５００以上

Ｃ１Ｘ Ｃ２Ｙ

柱脚部

3
0
0

3 00

４－Ｄ２５

３００ｘ３００

Ｌ＝５００

柱脚部

3
0
0

3 00

４－Ｄ２５

３００ｘ３００

Ｌ＝５００

Ｃ４Ｙ Ｃ４Ｘ

柱脚部

3
0
0

3 00

３００ｘ３００

Ｃ４ＹＡ

1
5
0

1
5
0

２－Ｄ２５

Ｌ＝３００

ＲＣ基礎梁埋込長さＬ＝３００ ＲＣ基礎梁埋込長さＬ＝５００以上

符号

位置

断面

ｂｘＤ

主　筋

定着長さ

備考

強度等級

接合金物

Y

X

Y

X

２－Ｄ２５

ＢＲ１（方杖）

両端部

木造部材リスト（１） S-27

３５０ｘ５００

60 190 190 60

6
0

6
0

2
3
0

6
0

6
0

2
8
0

6 0 60180 60 60230

6
0

6
0

2
3
0

6 0 60180

6
0

6
0

1
8
0

6 0 60180

6
0

6
0

1
8
0

6 0 60180 60 60130

6
0

6
0
1
3
0

6 0 60130

6
0

6
0
1
3
0

燃えしろ35㎜４面 燃えしろ35㎜４面 燃えしろ35㎜４面 燃えしろ35㎜４面 燃えしろ35㎜４面 燃えしろ35㎜４面 燃えしろ35㎜４面

燃えしろ35㎜４面

燃えしろ35㎜４面

Ｌ＝５００

Ｌ＝５００

２－Ｄ２５

Ｌ＝５００

60
1
1
0

6 0100
1
1
0

2 20

2
2
0

２２０ｘ２２０

２２０ｘ２２０

210

1
1
01

1
0

6 0 6090

2
2
0

柱頭・柱脚部

１－Ｄ１９

Ｌ＝３００

特記なき限り　柱・方杖：同一等級構成集成材　Ｅ６５－Ｆ２５５　間柱・梁：対称異等級構成集成材　Ｅ６５－Ｆ２２５

1
2
0

1 20

１２０ｘ１２０

柱頭・柱脚部

Ｐ３

-

-

70
1
0
07

0

2
4
0

PL-9
8-DPφ16
L-100

A1 1/15



Ｌ＝５００ Ｌ＝３００ Ｌ＝５００

２－Ｄ２５

２－Ｄ２５

Ｌ＝５００

２－Ｄ２５

２－Ｄ２５４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

２－Ｄ２５

番号
 千葉　聡

図面
第323324号TEL048-789-6033埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目20-27

区分
建築構造図面内容 会社 埼玉事務所 　 一級建築士登録 縮尺 図面

25027
 株式 第11789号 加須市立新保育所新築工事

A3,1/200　　埼玉県知事登録（１）ＳＴＵＤＩＯＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳＫＵＪＩ

業務番号　　一級建築士事務所 工事名称検 図審 査承 認 製 図 特　　記 改訂内容改訂月日改訂番号

A3 1/30

定着長さ

上端筋

位置

符号

ｂｘＤ

定着長さ

上端筋

符号

位置

備考

強度等級

備考

強度等級

断面

断面

接合金物

接合金物

下端筋

ダボ筋

下端筋

ダボ筋

定着長さ

上端筋

ｂｘＤ

備考

強度等級

接合金物

下端筋

ダボ筋

Ｌ＝５００

２－Ｄ２５

２－Ｄ２５

Ｌ＝５００

２－Ｄ２５

２－Ｄ２５

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

Ｌ＝５００

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

２－Ｄ２５

端部

木質２方向ラーメン構造（サミットＨＲ工法）　部材リストと標準配筋図

符号

位置

断面

端部 端部 端部

Ｇ１Ｘ Ｇ１Ｙ Ｇ２Ｘ Ｇ２Ｙ

端部

5
5
0

Ｇ２Ｙ（ピン接合部） Ｇ３Ｘ Ｇ３Ｙ

端部 端部

Ｇ４Ｘ Ｇ４Ｙ

Ｌ＝５００

２－Ｄ２５

２－Ｄ２５

Ｌ＝５００

２－Ｄ２５

２－Ｄ２５

ｂｘＤ

木造部材リスト（２）

端部

２－Ｄ２５

２－Ｄ２５

Ｌ＝５００

S-28

ＣＧ１

6
5
0

6 0

6
5
0

6 0100

220

4
5
0

9
0

4
5
0

1
1
2

2 2 0

6060 100 100

4
5
0

9
0

6 0

4
5
0

1
2
3

6 0

220

100

5
5
0

6 0

5
0

5
5
0

6 0

220

9
5
0

6 0 100

9
5
0

6 0

4
5
0

9
0

4
5
0

1
2
3

2 20

60 60100

4
5
0

1 0060

4
5
0

6 0

6
0

6
0

3
3
0

2 2 0

4
5
0

4
5
0

9
0

9
0

2
7
0

2 20

6060 100

3
3
0

3
3
0

6
0

6
0

2
1
0

2 20

60 60100

燃えしろ35㎜３面 燃えしろ35㎜３面 燃えしろ35㎜３面 燃えしろ35㎜３面 燃えしろ35㎜３面 燃えしろ35㎜３面 燃えしろ35㎜３面 燃えしろ35㎜３面 燃えしろ35㎜３面

燃えしろ35㎜３面

1
0
0
1
6
5

6
0

1
6
5
1
0
0

6
0

6
0

3
0
0

6
0

2
7
8

6
0

3
0
0

6
0

2
6
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